
関
西
大
学
の
東
洋
史
研
究
室
で
は
、
教
授
大
庭
脩
を
中
心
に
漢
簡
の

研
究
会
を
続
け
て
い
る
が
、
そ
の
メ
ン
バ
ー
は
関
大
の
卒
業
生
、
大
学

院
生
、
学
部
生
の
ほ
か
、
他
大
学
の
卒
業
生
、
学
部
生
も
自
由
に
参
加

し
、
週
一
回
の
研
究
会
を
行
な
っ
て
き
た
。
そ
の
研
究
会
で
、
『
秦
漢

簡
讀
論
文
集
』
を
評
し
て
み
よ
う
と
い
う
議
が
お
こ
り
、
各
自
が
各
論

文
を
選
ん
で
論
評
を
持
ち
寄
っ
た
。
た
だ
天
水
放
馬
灘
の
日
書
は
、
メ

ン
バ
ー
の
中
に
こ
れ
を
評
す
る
能
力
の
あ
る
も
の
が
な
く
、
か
つ
こ
の

書
で
始
め
て
紹
介
さ
れ
る
資
料
で
も
あ
る
の
で
、
特
に
工
藤
元
男
氏
に

乞
う
て
評
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
永
田
英
正
氏
の
論
文
の
翻
訳
は
省

略
し
た
。

評
す
る
論
文
も
、
評
者
の
評
論
も
、
い
ず
れ
も
出
来
の
善
し
悪
し
も

あ
ろ
う
が
‘
―
つ
の
修
作
と
し
て
発
表
い
た
し
た
い
。

以
下
に
、
書
評
し
た
各
論
文
を
著
者
・
論
題
・
評
者
の
順
に
掲
げ
る
。

（
大
庭
）

は

じ

め

に

書
評

甘
粛
省
文
物
考
古
研
究
所
編

『
秦
漢
簡
贖
論
文
集
』

甘
粛
省
文
物
考
古
研
究
所
編
『
秦
漢
簡
頭
論
文
集
』

秦
簡
整
理
小
組
「
天
水
放
馬
灘
秦
簡
甲
種
＾
日
書
＞
釈
文
」

何
双
全
「
天
水
放
馬
灘
秦
簡
甲
種
＾
日
書
＞
考
述
」
工
藤

膵

英

群

「

居

延

漢

簡

職

官

考

」

大

庭

徐

楽

亮

「

居

延

漢

簡

所

見

的

市

」

門

田

李

学

勤

「

銀

雀

山

簡

『

市

法

』

講

疏

」

門

田

謝
桂
華
「
漢
簡
和
漢
代
的
取
庸
代
戌
制
度
」
鵜
飼

李
均
明
「
漢
簡
所
見
迄
い
書
、
文
書
述
略
」
鵜
飼

張
俊
民
「
『
建
武
三
年
候
粟
君
所
責
寇
恩
事
』
冊
経
済
考
略
」
吉
村

何

双

全

「

『

漢

簡

・

郷

里

志

』

及

其

研

究

」

吉

村

侯
仙
「
労
餘
『
居
延
漢
簡
考
釈
・
簡
贖
之
制
』
平
議
」
田
中

酵
英
群
「
介
評
『
朧
藍
本
』
居
延
漢
簡
釈
文
」
田
中

高

大

倫

「

繹

簡

贖

文

字

中

的

幾

種

符

号

」

陳

昌
之
昌
之
幸
一
幸
一波

昌昌 元
男男明明脩男
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一
九
八
六
年
四
月
に
甘
粛
省
天
水
市
東
南
の
放
馬
灘
で
発
見
さ
れ
、

同
年
六
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
発
掘
さ
れ
た
一
四
座
の
秦
漢
墓
か
ら
、

紙
質
の
地
図
・
木
版
の
地
図
・
木
版
の
画
な
ど
、
戦
国
末
か
ら
前
漢
初

期
に
か
け
て
の
貴
重
な
資
料
が
出
土
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
と
く

に
そ
の
一
号
秦
墓
か
ら
占
卜
書
と
「
墓
主
記
」
を
含
む
四
六

0
枚
の
竹

簡
G

以
下
、
放
簡
と
略
称
）
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
は
、
秦
代
史
研
究
に
ま

た
重
要
な
文
字
資
料
を
加
え
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
と
し
て
重
要
で
あ

る。
そ
し
て
、
と
く
に
そ
れ
は
す
で
に
発
見
さ
れ
て
い
る
後
述
の
雲
夢
睡

虎
地
秦
墓
竹
簡
「
日
書
」
（
以
下
、
睡
簡
「
日
書
」
と
略
称
）
と
の
関
達
で

注
目
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
標
題
の
二
篇
は
、
そ
の
占
卜
書
の
前
半
に

関
す
る
釈
文
と
、
そ
れ
に
基
づ
く
内
容
の
概
括
的
解
説
で
、
要
約
す
る

と
以
下
の
如
く
で
あ
る
。

工

藤

元

男

評
秦
簡
整
理
小
組

＾
日
書
＞
釈
文
」

何
双
全
「
天
水
放
馬
灘
秦
簡
甲
種
八
日
書
＞

考
述
」

「
天
水
放
馬
灘
秦
簡
甲
種

放
簡
は
棺
内
か
ら
出
土
し
た
と
き
二
種
類
の
占
卜
書
と
「
墓
主
記
」

が
一
束
に
巻
か
れ
て
い
て
、
真
ん
中
の
占
卜
害
は
甲
種
、
そ
の
外
側
の

も
の
は
乙
種
と
名
付
け
ら
れ
、
「
墓
主
記
」
は
最
も
外
側
に
巻
か
れ
て

あ
っ
た
。
占
卜
書
の
内
容
は
睡
簡
「
日
書
」
の
内
容
と
よ
く
似
て
い
た

の
で
「
日
書
」
と
命
名
さ
れ
た
。
甲
種
「
日
書
」
は
七
三
枚
、
簡
長
二

七
・
五
セ
ン
チ
、
幅
七
ミ
リ
、
厚
さ
ニ
ミ
リ
。
先
に
編
ん
で
か
ら
そ
の

後
で
書
か
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
甲
種
の
字
体
は
簗
書
と
隷
書
の

中
間
で
、
乙
種
は
睡
簡
に
似
て
い
る
。

甲
種
の
内
容
は
、
原
簡
に
標
題
は
な
い
が
内
容
的
に
は
、
「
月
建
」

章
、
「
建
除
」
章
、
「
亡
者
」
章
、
「
吉
凶
」
章
、
「
択
行
日
」
、
「
男
女
日
」
、

「
生
子
」
章
、
「
禁
忌
」
章
の
八
つ
に
区
分
さ
れ
る
。
こ
の
占
卜
書
の

年
代
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
同
年
代
の
他
省
の
墓
葬
と
比
較
す
れ
ば
、
上

限
は
戦
国
晩
期
、
下
限
は
始
皇
帝
三

0
年
以
前
あ
る
い
は
そ
れ
よ
り
や

や
早
い
時
期
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
判
出
の
「
墓
主
記
」
は
、

墓
主
が
あ
る
人
を
殺
傷
し
て
棄
市
さ
れ
た
が
、
三
年
後
に
復
活
し
て
、

自
分
の
略
歴
と
復
活
で
き
た
原
因
を
、
「
八
年
八
月
己
巳
」
、
御
史
に
上

書
し
た
、
と
い
う
よ
う
な
内
容
の
文
書
で
あ
り
、
そ
の
八
年
と
は
始
皇

帝
八
年
で
、
ま
た
そ
れ
は
墓
主
の
死
後
副
葬
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、

埋
葬
年
代
は
八
年
九
月
か
ら
九
年
初
め
に
か
け
て
と
考
え
ら
れ
る
。
さ

ら
に
ま
た
、
乙
種
「
日
書
」
は
墓
主
が
甲
種
「
日
書
」
を
書
き
写
し
た

も
の
で
、
そ
の
甲
種
「
日
書
」
は
墓
主
が
収
集
し
た
も
の
か
あ
る
い
は

他
人
か
ら
借
用
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
そ
の
も
と
も
と
の
成

-51-



書
年
代
は
さ
ら
に
早
い
と
す
べ
き
で
、
こ
れ
を
要
す
る
に
こ
の
「
日
書
」

は
戦
国
秦
の
民
間
で
流
行
し
た
一
種
の
卜
第
図
書
と
み
な
さ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
な
基
礎
的
検
討
に
基
づ
い
て
、
何
氏
は
さ
ら
に
睡
簡

「
日
書
」
の
内
容
と
の
比
較
を
試
み
て
い
る
。
紙
幅
の
都
合
で
、
そ
れ

ら
を
逐
一
紹
介
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
例
え
ば
建
除
に
つ
い
て
採

り
上
げ
て
み
る
と
、
睡
簡
「
日
書
」
の
「
秦
除
」
の
占
文
と
そ
の
異
同

を
比
較
し
て
い
る
。
両
者
は
全
体
的
に
よ
く
似
て
い
る
が
、
そ
の
中
で

と
く
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
睡
簡
「
日
書
」
に
は
な
か
っ
た
「
齢
首
」

が
放
簡
に
二
度
見
え
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
建
日
の
条
に
「
…
不

可
入
齢
首
」
⑬
、
平
日
の
条
に
「
可
以
入
齢
首
」
⑯
と
見
え
、
何
比
は

齢
首
は
奴
隷
で
は
な
か
っ
た
に
せ
よ
、
売
買
の
対
象
と
な
る
以
上
、
両

者
の
地
位
に
大
き
な
区
別
は
な
か
っ
た
も
の
と
み
な
す
。
こ
れ
は
「
人

民
」
と
い
う
用
語
が
睡
簡
「
日
書
」
で
馬
牛
や
畜
生
と
共
に
売
買
の
対

象
と
な
っ
て
い
る
こ
と
と
併
せ
て
、
今
後
検
討
す
べ
き
重
要
な
問
題
に

な
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ら
の
比
較
検
討
か
ら
何
氏
は
、
放
簡
は
純
粋

な
秦
の
「
日
書
」
、
睡
簡
は
純
粋
な
楚
の
「
日
書
」
と
論
定
す
る
。

最
後
に
何
氏
は
放
簡
を
純
粋
な
秦
の
「
日
書
」
と
見
る
立
場
か
ら
、

そ
れ
に
依
拠
し
て
秦
代
社
会
の
諸
相
を
階
級
関
係
や
暦
法
等
か
ら
考
察

を
加
え
、
前
者
に
つ
い
て
は
秦
代
社
会
は
商
夫
や
君
子
等
の
人
々
で
代

表
さ
れ
る
封
建
地
主
官
僚
階
級
と
、
齢
首
や
客
民
で
代
表
さ
れ
る
農
民

階
級
や
隷
妾
・
奴
隷
等
の
「
二
大
基
本
対
抗
階
級
」
を
構
成
し
て
い
た

と
結
論
し
、
秦
で
は
奴
隷
社
会
か
ら
封
建
社
会
に
か
わ
っ
て
か
ら
も
奴

隷
制
が
比
較
的
発
達
し
て
い
た
と
主
張
す
る
。
ま
た
後
者
に
つ
い
て
は
、

秦
漢
時
代
で
は
暦
法
家
の
十
二
時
制
と
民
間
の
十
六
時
制
が
行
わ
れ
て

い
た
と
す
る
故
千
豪
亮
氏
の
説
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
秦
代
に
お
い
て
す

で
に
こ
の
両
種
の
記
時
制
が
行
わ
れ
て
い
た
と
す
る
。

さ
て
、
以
上
の
所
論
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
何
氏
は
占
卜
書
を
単
な

る
「
占
い
」
の
書
と
せ
ず
、
そ
こ
か
ら
中
国
古
代
の
社
会
状
況
を
稼
極

的
に
読
み
と
ろ
う
と
す
る
そ
の
姿
勢
は
大
い
に
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
。
し
か
し
反
面
、
今
後
に
残
さ
れ
た
課
題
お
よ
び
再
検
討
す
べ
き
問

題
等
も
少
な
く
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
、
次
に
そ
れ
を
検
討
し
て

み
た
い
。

ま
ず
、
放
簡
「
日
書
」
の
乙
種
は
墓
主
が
甲
種
を
写
し
た
も
の
だ
と

い
う
指
摘
に
は
、
な
か
な
か
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
睡

簡
「
日
書
」
も
ま
た
甲
乙
両
種
が
同
時
に
墓
主
の
棺
内
か
ら
出
土
し
た

の
で
あ
る
が
、
な
ぜ
両
種
あ
る
の
か
理
由
が
分
か
ら
な
か
っ
た
か
ら
で

あ
る
。
今
次
の
放
簡
「
日
書
」
の
例
は
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
解
く
ヒ
ン

ト
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
。

し
か
し
、
放
簡
を
純
粋
な
秦
の
「
日
書
」
、
睡
簡
を
純
粋
な
楚
の

「
日
書
」
と
区
別
す
る
点
は
、
賛
成
で
き
な
い
。
睡
簡
「
日
書
」
に
関

す
る
私
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
楚
の
占
い
を
ベ
ー
ス
に
し
な
が
ら
、

秦
に
よ
る
占
領
地
支
配
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の

①
 

で
あ
る
。
ま
た
、
例
え
ば
睡
簡
「
日
書
」
に
見
え
る
「
星
」
と
「
官
」

は
共
に
二
十
八
宿
占
い
に
お
い
て
参
照
さ
れ
る
べ
き
占
辞
で
、
前
者
は
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角
宿
か
ら
始
ま
り
、
後
者
は
営
室
宿
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
両
者
は
起

点
が
異
な
る
だ
け
で
内
容
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
二
十
八

宿
占
い
の
占
法
原
理
の
相
違
を
分
析
し
て
み
る
と
、
「
星
」
が
楚
の
、

R
 

「
官
」
が
秦
の
占
文
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
つ
ま
り
こ
の
こ
と
は
占

法
の
相
違
を
踏
ま
え
な
い
で
、
占
辞
だ
け
で
秦
楚
の
相
遺
を
弁
別
す
る

の
は
危
険
で
あ
る
こ
と
を
我
々
に
示
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
放
簡

が
秦
の
固
有
の
地
で
発
見
さ
れ
た
こ
と
を
も
っ
て
、
直
ち
に
そ
れ
を
秦

の
占
辞
と
み
な
す
何
氏
の
結
論
は
性
急
す
ぎ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

「
星
」
と
「
官
」
の
例
の
よ
う
に
、
同
様
の
占
辞
が
全
国
的
に
普
及
し

て
い
た
可
能
性
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
何
氏
は
「
生
子
」
章
に
現
れ
た
「
平
旦
・
日
出
・
夙
食
・
莫

食
・
日
中
・
日
西
中
・
昏
・
夜
暮
・
夜
未
中
・
夜
中
・
夜
過
中
・
鶏
嗚
」

の
時
刻
名
を
も
っ
て
秦
代
に
お
け
る
十
六
時
制
の
存
在
を
想
定
す
る
が
、

そ
こ
に
見
ら
れ
る
の
は
十
二
個
の
時
刻
名
で
あ
り
、
ま
た
漢
簡
に
見
え

る
時
刻
名
と
も
共
通
し
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
必
ず
し
も
十
六
時
制
の

存
在
を
証
明
す
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
し
か
し
、
暦
法
の
一
環
と
し
て

の
時
制
の
復
元
は
「
日
書
」
研
究
の
基
礎
を
な
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、

今
後
重
要
な
研
究
課
題
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。

「
日
書
」
は
在
来
文
献
か
ら
だ
け
で
は
見
え
て
こ
な
か
っ
た
新
た
な

次
元
の
社
会
史
研
究
を
可
能
に
し
つ
つ
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
放
簡
の

発
掘
と
整
理
に
あ
た
っ
た
何
氏
に
そ
の
図
版
・
釈
文
の
完
成
と
刊
行
を

何
よ
り
も
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

評

膵

英

群

大

庭

註
①
工
藤
元
男
「
雲
夢
睡
虎
地
秦
墓
竹
筒
『
日
書
』
よ
り
見
た
法
と
習
俗
」

（
『
木
簡
研
究
』
十
号
、
一
九
八
八
年
）

R
工
藤
元
男
「
雲
夢
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
『
日
書
よ
り
見
た
秦
．
楚
の
二
十
八

宿
占
い
ー
先
秦
社
会
に
お
け
る
文
化
の
地
域
性
と
普
遍
性
を
め
ぐ
っ
て
ー
」

（
『
古
代
』
第
八
八
号
、
一
九
九
0
年）

「
居
延
漢
簡
職
官
考
」

居
延
漢
簡
の
中
か
ら
、
三
公
、
九
卿
、
将
軍
の
識
官
名
が
見
え
る
簡

二
十
八
簡
（
内
、
一
九
一
―
1
0
•三
一
年
出
土
簡
一
〇
簡
、
一
九
七
三
・
七
四
年

出
土
簡
一
八
簡
）
を
あ
げ
、
人
名
、
年
月
等
を
『
漢
書
』
の
記
載
に
照
ら

す
な
ど
の
考
証
を
加
え
た
も
の
で
、
題
名
よ
り
類
推
す
る
藤
枝
晃
氏
の

「
漠
簡
職
官
表
」
（
東
方
学
報
京
都
二
五
・
一
九
五
四
年
）
が
、
漢
簡
の
職

官
の
特
色
で
あ
る
下
級
官
に
重
点
を
置
い
た
の
と
は
全
く
趣
き
を
異
に

す
る
。
二
九
頁
よ
り
四
八
頁
に
い
た
る
二

0
頁
の
内
容
の
多
く
は
、

『
漢
書
』
百
官
公
卿
表
を
始
め
と
す
る
文
献
史
料
の
記
載
か
ら
、
例
え

ば
御
史
大
夫
の
職
掌
、
例
え
ば
九
卿
、
十
二
卿
の
名
称
、
そ
れ
ぞ
れ
の

識
掌
な
ど
を
一
々
引
用
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
書
の
読
者
が
漢
代
史
研

究
の
初
心
者
で
あ
る
な
ら
ば
と
も
か
く
、
漢
簡
を
研
究
し
よ
う
と
す
る

脩
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程
の
者
な
ら
ば
常
識
の
範
囲
に
属
す
る
事
項
で
あ
っ
て
冗
長
と
言
う
ほ

か
は
な
い
。
そ
し
て
当
該
の
簡
の
内
容
に
い
た
っ
て
は
、
「
簡
冊
残
餓
、

巳
無
法
詳
察
」
と
い
う
の
で
は
、
何
を
論
じ
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
執

筆
の
意
図
を
疑
わ
ざ
る
を
得
ぬ
。

詳
細
な
議
論
の
中
に
は
異
論
の
あ
る
も
の
も
あ
る
が
、
基
本
的
に
同

意
で
き
な
い
も
の
は
少
府
に
関
す
る
論
で
あ
る
。
簡
①
五
三
•
-
A

B
に
つ
い
て
は
、
簡
文
が

八
月
辛
丑
大
司
徒
宮
下
小
府
安
漢
公
大
博
大
司
馬
大
師
大
保
車
騎

IZl

口
□御
史

□主
□中
二
千
石
州
牧
郡
大
守
諸
侯
相
承
書
従
事
下
嘗

IZl

(
A
)
 

置
監
御
史

□主
□中
二
千
石
州
牧
郡
大
守
諸
侯
相
承
書
従
事
下
嘗
図

(
B
)
 

と
あ
る

A
面
の
み
を
あ
げ
、
元
始
元
年
か
ら
三
年
の
間
の
詔
書
で
大
司

徒
宮
は
馬
官
で
あ
り
、
小
府
は
少
府
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
簡
①
の

E

P
T
五
三
・
六
六
の
簡
文
に

正
月
辛
丑
御
史
大
夫
定
國
行
丞
相
事
下
小
府
中
二

□□
IZl

承
書
従
事
下
嘗
用
者
如
詔
書
、
到
言
／
厩
賓
令
史
元

IZl

と
あ
る
行
丞
相
事
の
御
史
大
夫
は
子
定
國
で
、
甘
露
三
年
正
月
の
簡
と

し
、
小
府
に
つ
い
て
は
ふ
れ
な
い
。
し
か
し
九
卿
の
部
分
で
簡
伺
の

E

P
T
四
八
・
五
六
の
簡
文

五
月
戊
辰
丞
相
光
下
少
府
大
鴻
腕
京
兆
手
定

□相
承
書
従
事
下
嘗
用

者
京
兆
手
以

□次
偲
別
書
相
報
不
報
者
重
追
之
書
到
言

を
引
吾
、
漢
簡
で
は
少
府
を
小
府
と
書
き
云
々
と
い
う
か
ら
、
簡
⑥
の

小
府
と
考
え
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
小
府
を
少
府
と
す
る
の
は
、

労
斡
氏
や
伍
徳
照
氏
な
ど
、
膵
氏
の
み
で
は
な
い
が
、
一0
•
三
二
の

三
月
丙
午
張
液
長
史
延
行
大
守
事
肩
水
倉
長
湯
兼
行
丞
事
濁
國
農
部

都
尉
小
府
縣
官
承
書
従
事

下
常
用
者
如
詔
書
／
守
風
宗
助
府
佐
定

の
小
府
を
何
と
解
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

簡
①
で
小
府
が
筆
頭
に
あ
っ
て
安
漢
公
大
博
大
司
馬
大
師
大
保
車
騎

将
軍
の
王
葬
よ
り
も
前
に
あ
り
、
し
か
も
後
の
方
に
少
府
も
そ
の
一
っ

で
あ
る
中
二
千
石
が
見
ら
れ
る
こ
と
、
簡
⑥
で
も
小
府
が
中
二
千
石
の

前
に
別
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
、
簡
⑥
に
は
少
府
と
「
少
」
の
字
で
書

か
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
は
、
小
府
は
少
府
で
な
い
証
拠
と
い
え
よ
う
。

ま
た
、
簡
⑥
の
九
卿
の
順
が
、
少
府
、
大
鴻
腫
、
京
兆
手
と
並
ぶ
の
は

そ
の
位
次
に
従
う
も
の
で
、
位
次
は
『
漢
書
』
雹
光
伝
中
の
昌
邑
王
賀

の
廃
位
を
奏
す
る
上
奏
文
を
は
じ
め
上
奏
文
中
に
見
る
こ
と
が
で
き
、

『
漢
書
』
百
官
公
卿
表
や
『
後
漢
書
』
百
官
志
の
職
官
の
順
位
は
位
次

に
よ
る
も
の
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
一
0
•
三
二
の
小
府
が
少
府
で
、

辺
郡
の
部
都
尉
の
下
位
に
あ
る
と
は
誰
も
考
え
る
ま
い
。
私
見
で
は
小

府
と
い
う
表
記
は
、
下
達
官
が
自
己
の
所
管
官
署
に
も
下
す
場
合
に
、

自
己
の
官
庁
を
指
す
時
に
使
う
も
の
で
、
簡

0
で
は
大
司
徒
府
、
簡
⑥

で
は
丞
相
府
、
一
0
•
三
二
で
は
肩
水
倉
を
指
す
と
考
え
て
い
る
。

次
に
簡
闘
に
あ
る
将
屯
婢
将
軍
（
一
六
九
・
一
三
）
と
簡
砂
に
あ
る
将
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屯
偏
将
軍
張
腋
大
手

(
E
P
F
ニ
ニ
・
六
五
A
)
の
将
屯
の
語
に
つ
い
て
、

闘
に
つ
い
て
は
「
将
屯
将
軍
の
副
手
」
と
解
し
、
砂
に
つ
い
て
は
趙
充

國
伝
や
一
六
九
・
一
三
簡
に
簡
闘
を
加
え
て
、
将
兵
屯
守
の
意
味
と
す

る
。
将
屯
将
軍
は
文
帝
後
七
年
に
属
國
惇
が
、
ま
た
元
光
二
年
六
月
に

大
行
王
恢
が
任
命
さ
れ
た
雑
号
将
軍
で
具
体
的
に
存
し
、
簡
闘
の
時
期

ー
恐
ら
く
王
蒜
時
代
ー
に
は
任
命
さ
れ
た
例
が
な
い
。
こ
の
将
屯

は
禅
将
軍
に
か
か
る
も
の
で
、
簡
砂
と
同
様
何
郡
か
の
大
守
、
大
手
が

神
将
軍
に
任
命
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
⑳
の
注
解
が
正
し
い
。

最
後
に
一
般
的
な
議
論
を
書
い
て
お
く
。
中
国
の
論
文
で
、
簡
体
字

を
用
い
て
横
書
す
る
こ
と
は
印
刷
の
都
合
上
止
む
を
得
ぬ
こ
と
と
す
る

が
、
簡
の
行
立
て
は
守
っ
て
欲
し
い
。
本
書
の
中
に
は
、
簡
の
改
行
を

そ
の
ま
ま
守
っ
て
い
る
論
文
と
、
本
論
文
そ
の
他
何
篇
か
の
よ
う
に
行

立
て
を
守
ら
な
い
で
追
込
に
す
る
論
文
が
あ
る
の
は
、
印
刷
の
都
合
で

は
な
く
、
原
稿
の
書
き
方
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
、
修
正
が
可
能
で
あ

る
。
本
書
が
刊
行
さ
れ
た
時
は
な
お
一
九
七
三
・
七
四
年
出
在
簡
が
公

表
さ
れ
て
居
ら
ず
、
一
般
の
研
究
者
は
こ
う
い
う
論
文
に
引
用
さ
れ
て

い
る
簡
に
よ
っ
て
の
み
新
し
い
情
報
を
得
た
の
で
あ
る
か
ら
、
親
し
く

新
簡
に
接
す
る
こ
と
の
で
き
る
恵
ま
れ
た
研
究
者
の
義
務
と
し
て
、
正

し
い
情
報
の
提
供
を
心
が
け
て
貰
い
た
い
。

次
に
『
居
延
新
簡
』
を
手
に
し
て
符
号
の
原
則
を
見
て
愕
然
と
す
る

こ
と
は
、
「
口
」
の
符
号
の
使
用
法
が
、
一
九
三0
•
三
一
年
出
土
簡

の
原
則
と
は
全
く
違
う
こ
と
で
あ
る
。
『
居
延
新
簡
』
で
は
、
口
は

評

徐

楽

発

門

田

「
原
簡
断
折
之
処
」
と
し
て
い
る
。
三0
•
三
一
年
簡
の
場
合
は
二
字

以
上
不
明
の
文
字
が
あ
っ
た
場
合
に
用
い
て
い
る
。
「
倣
文
不
能
判
別

字
数
者
」
と
い
う
。
三
0
•
三
一
年
簡
に
用
い
る
「
l
Z
l
」
の
符
号
に
当

る
の
は
、
『
居
延
新
簡
』
で
は
、
「

．．．．．． 
」
の
符
号
で
、
「
字
迩
模
糊
、

字
数
亦
不
能
確
定
」
と
し
て
い
る
。

こ
の
結
果
、
本
稿
の
よ
う
に
、
新
旧
両
簡
を
使
用
す
る
よ
う
な
輪
文

の
「
い
」
印
は
、
簡
ご
と
に
意
味
す
る
所
が
違
う
と
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ

の
で
あ
る
。
何
故
こ
の
よ
う
に
混
乱
が
お
こ
る
よ
う
な
符
号
を
選
ん

だ
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
居
延
新
簡
』
の
著
者
は
『
居
延
漢
簡
釈
文
合

校
』
の
著
者
が
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
の
両
書
簡
で
「

lZl」
符
号
の
意
味

が
違
う
の
だ
か
ら
、
唖
然
と
し
て
言
う
言
葉
を
知
ら
ぬ
。
失
態
と
言
わ

ざ
る
を
得
ま
い
。
本
書
の
読
者
は
こ
の
点
に
十
分
注
意
す
る
こ
と
を
要

す
る
。

「
居
延
漢
簡
所
見
的
市
」

中
国
古
代
の
市
と
り
わ
け
漠
代
の
市
に
つ
い
て
は
、
日
本
に
お
い
て

も
、
そ
の
構
造
や
行
政
機
構
、
ま
た
市
で
営
業
す
る
商
人
の
身
分
な
ど

を
め
ぐ
つ
て
、
多
く
の
研
究
が
発
表
さ
れ
て
お
り
、
明
ら
か
に
な
っ
て

き
た
こ
と
も
多
い
が
、
文
献
史
料
に
市
に
関
す
る
記
載
が
少
な
く
、
不

明
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明
な
点
も
ま
だ
残
さ
れ
て
い
る
。

辺
境
地
帯
に
置
か
れ
た
郡
や
県
に
も
市
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
は
、
一

九
三
0
•
三
一
年
出
土
居
延
漢
簡
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
た
が
、
一
九

七
三
・
七
四
年
出
土
居
延
簡
が
公
表
さ
れ
れ
ば
、
市
に
関
す
る
簡
贖
史

料
も
増
え
、
辺
境
地
帯
と
い
う
地
域
的
制
約
は
あ
る
に
せ
よ
、
生
の
史

料
に
よ
っ
て
、
漢
代
の
市
に
関
す
る
研
究
の
進
展
が
期
待
で
き
る
。

こ
う
し
た
中
で
発
表
さ
れ
た
徐
楽
発
氏
の
本
論
文
で
あ
る
が
、
氏
の

論
文
に
は
事
実
認
識
や
史
料
の
解
釈
を
は
じ
め
、
漠
簡
の
取
り
扱
い
に

も
問
題
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
で
述
べ
る

と
し
て
、
ま
ず
氏
の
主
張
を
み
て
お
こ
う
。

氏
の
論
文
は
、
漢
簡
資
料
を
主
と
し
つ
つ
、
文
献
と
結
合
し
、
漢
代

居
延
地
方
の
商
業
市
場
に
関
達
す
る
問
題
を
取
り
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。

氏
は
ま
ず
、
漢
代
の
都
市
に
は
、
住
宅
区
で
あ
る
里
と
は
厳
格
に
区
別

さ
れ
た
商
業
区
で
あ
る
市
が
設
け
ら
れ
、
居
延
地
方
の
居
延
県
、
肩
水

県
（
マ
マ
、
後
述
）
に
も
官
が
設
け
た
商
業
市
場
が
あ
っ
た
と
す
る
。
そ

し
て
、
そ
の
市
場
管
理
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、
市
を
管
轄
す
る
官
吏
、

市
に
行
っ
て
売
買
す
る
場
合
に
必
要
だ
っ
た
と
す
る
符
や
伝
、
平
価
の

制
、
売
買
契
約
、
貰
売
（
買
）
の
盛
行
が
引
き
起
し
た
問
題
な
ど
を
論
じ

る
。
つ
い
で
、
市
場
の
様
相
を
反
映
す
る
問
題
と
し
て
、
居
延
市
場
で

取
引
き
さ
れ
た
物
品
、
京
師
や
内
郡
と
同
様
居
延
の
官
吏
が
商
業
を
兼

営
し
て
い
た
こ
と
、
居
延
市
場
に
お
け
る
貨
幣
の
流
通
情
況
、
倣
直
の

上
昇
な
ど
か
ら
見
た
居
延
に
お
け
る
運
輸
業
の
発
達
、
様
々
な
貰
貸
関

係
な
ど
を
関
連
す
る
漢
簡
資
料
を
挙
げ
な
が
ら
説
明
す
る
。
最
後
に
、

以
上
に
述
べ
た
こ
と
を
ま
と
め
な
が
ら
、
居
延
地
方
が
漢
代
西
北
防
衛

の
前
線
基
地
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
、
漢
王
朝
の
様
々
な
施
策

（
屯
田
、
代
田
法
）
と
相
侯
っ
て
、
こ
の
地
の
農
業
・
牧
畜
業
・
手
工
業

の
発
展
を
も
た
ら
し
た
が
、
同
時
に
前
線
基
地
で
あ
る
た
め
の
軍
事
的

影
響
が
、
居
延
市
場
と
そ
の
商
業
の
発
達
に
大
き
な
制
約
と
な
っ
た
と

さ
れ
る
。

当
然
の
こ
と
だ
が
、
新
し
く
出
土
し
た
居
延
漠
簡
に
よ
っ
て
、
従
来

よ
り
論
証
の
材
料
が
増
え
る
こ
と
が
氏
の
論
文
に
よ
っ
て
わ
か
り
、
そ

の
点
に
氏
の
論
文
の
意
義
も
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
に
氏
の
漢
簡

の
取
り
扱
い
方
が
気
に
な
る
の
で
あ
る
。
現
在
、
簡
贖
研
究
は
、
簡
讀

の
形
態
、
書
か
れ
て
い
る
文
字
の
大
小
や
位
置
、
同
筆
炉
異
筆
か
な
ど

を
検
討
し
、
出
土
地
を
考
慮
し
て
、
も
と
の
冊
書
に
復
元
す
る
か
、
も

し
く
は
冊
書
に
復
元
で
き
な
い
ま
で
も
、
ど
の
よ
う
な
種
類
の
篭
籍
あ

る
い
は
文
書
の
断
片
な
の
か
を
推
定
し
よ
う
と
す
る
古
文
書
学
的
研
究

の
段
階
に
あ
る
（
永
田
英
正
氏
『
居
延
漢
簡
の
研
究
』
序
章
「
中
国
簡
贖
研
究

の
現
状
と
課
題
」
同
朋
舎
、
一
九
八
九
年
一

0
月
）
。
こ
れ
に
対
し
、
本
論
文

の
研
究
方
法
は
、
簡
贖
の
記
事
を
重
視
し
、
同
じ
内
容
の
簡
を
集
め
、

文
献
史
料
と
結
び
つ
け
て
論
証
す
る
と
い
う
も
の
で
、
基
本
的
に
は
労

鹸
氏
の
「
漢
簡
中
的
河
西
経
済
生
活
」
（
一
九
四
四
年
、
『
労
綜
学
術
論
文

集
』
甲
編
上
冊
所
収
）
と
同
じ
も
の
で
あ
る
。
こ
の
研
究
方
法
で
は
、
引

用
し
た
簡
が
も
と
ど
の
よ
う
な
簿
籍
あ
る
い
は
文
書
を
構
成
し
て
い
た
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も
の
で
あ
っ
た
の
か
を
考
慮
し
な
い
た
め
、
簡
の
解
釈
が
、
字
面
に
引

き
ず
ら
れ
て
恣
意
的
な
も
の
と
な
り
が
ち
で
あ
る
。
氏
の
論
文
に
も
同

様
の
欠
点
が
指
摘
で
き
る
。
以
下
二
、
三
の
例
を
挙
げ
て
説
明
し
よ
う
。

氏
が
引
用
し
た
も
の
に
、

⑥
伐
胡
卒
楊
條
責

□口
布
ロ
一
領
直
千
八
十
…
…
巳
得
錢
二
百
少
八

百
八
十
責
廣
地
次
口
隧
長
陶
子
賜
練
襦
一
領
直
八
百
五
十
今
為

居
延
市
吏
伐
胡
卒

□
□

責
•
•
…
•

E
.
p
.
T
5
9
こ

645

と
い
う
簡
が
あ
る
。
氏
は
こ
れ
を
、
市
を
管
轄
す
る
官
吏
と
し
て
は
、

漢
簡
に
は
「
居
延
市
吏
」
が
見
え
る
だ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
簡
は
、
居

延
市
吏
が
隧
卒
と
隧
長
の
間
の
債
務
の
も
め
と
と
を
処
理
し
た
こ
と
が

記
さ
れ
て
い
る
と
し
、
こ
の
例
か
ら
さ
ら
に
居
延
地
方
に
お
け
る
太
守

の
下
で
の
治
民
と
治
兵
の
職
務
権
限
の
未
分
化
を
主
張
す
る
。
と
こ
ろ

が

、

こ

れ

と

似

た

様

式

の

簡

に

．

滅
虜
隊
戌
卒
梁
國
蒙
東
陽
里
＾
ム
乗
左
咸
年
州
六
自
言
責
故
榮
哉
隊
長
張

中
賓
阜
練
一
匹
直
千
二
百
今
中
賓
為
甲
渠
令
史
（
三
五
・
六
）

と
い
う
の
が
あ
り
、
こ
の
簡
は
甲
渠
侯
官
滅
虜
隊
の
戌
卒
で
、
梁
国
蒙

東
陽
里
出
身
、
爵
は
公
乗
で
あ
る
左
咸
、
年
三
十
六
歳
が
、
も
と
楽
哉

隊
長
の
張
中
実
に
阜
練
一
匹
、
価
格
千
二
百
銭
の
も
の
を
貸
し
た
こ
と
、

貸
し
た
相
手
の
中
実
は
現
在
甲
渠
令
史
に
転
任
し
て
い
る
こ
と
を
記
す

と
従
来
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
―
―
-
•
四
簡
、
三
・
六
簡
も
同
様
の
簡
で
、

こ
れ
に
よ
り
簡
⑥
も
伐
胡
卒
で
あ
る
楊
憲
の
貸
借
関
係
を
記
し
た
も
の

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
氏
が
言
う
よ
う
な
、
居
延
市
吏
が
債
務
の
も

め
と
と
を
処
理
し
た
も
の
で
は
な
く
、
ま
し
て
太
守
の
下
で
の
治
民
と

治
兵
の
職
務
権
限
の
未
分
化
を
示
す
史
料
で
は
な
い
。

次
に
、
氏
は
「
漢
簡
所
見
信
符
弁
析
」
（
『
敦
煽
学
輯
刊
』
一
九
八
四
年

二
期
）
と
い
う
別
の
論
文
で
致
は
辺
塞
候
官
の
所
属
管
内
で
使
用
す
る

も
の
、
伝
は
経
過
す
る
所
の
各
郡
県
で
通
用
す
る
も
の
と
い
う
説
を
発

表
し
た
。
そ
の
説
の
適
否
は
さ
て
お
き
、
本
論
文
で
は
「
市
場
管
理
を

強
化
す
る
た
め
に
、
居
延
当
地
の
居
住
者
、
あ
る
い
は
辺
塞
の
吏
卒
が

市
場
に
行
っ
て
貨
物
を
売
買
す
る
必
要
が
あ
る
と
き
、
必
ず
居
延
県
あ

る
い
は
軍
官
系
統
の
候
官
に
対
し
符
伝
を
申
請
し
、
そ
う
し
て
通
行
す

る
こ
と
が
で
吾
た
」
と
し
、
符
や
伝
、
致
を
市
場
管
理
に
引
き
付
け
て

解
釈
し
て
い
る
。
氏
が
挙
げ
た
簡
か
ら
代
表
的
な
一
例
を
示
す
と
、

⑬
永
始
五
年
閏
年
己
已
朔
丙
子
北
郷
尚
夫
忠
敢
言
之
義
成
里
佳
自
嘗
言
＂

11
為
家
私
市
居
延
謹
案
自
嘗
母
官

獄
徴
事
嘗
得
取
縛
謁
移
肩
水
金
闊
居
延
縣
索
闘
敢
言
之

閏
月
丙
子
課
得
丞
彰
移
肩
水
金
闘
居
延
縣
索
闊
書
到
如
律
令
／
11

11
橡

晏

令

史

建

（

一

五

・

一

九

）

と
い
う
完
全
な
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
私
用
旅
行
者
の
身
分
証
明
と
考

え
ら
れ
て
い
る
簡
で
、
書
か
れ
た
内
容
を
見
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
こ

の
身
分
証
明
は
、
居
延
の
市
に
行
く
途
中
に
あ
っ
た
肩
水
金
関
や
居
延

県
索
関
と
い
う
関
所
を
通
過
す
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

氏
の
言
う
よ
う
に
市
に
行
っ
て
売
買
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
っ
た
な
ら
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ば
、
文
書
の
移
牒
先
は
関
所
で
は
な
く
、
居
延
市
の
は
ず
で
あ
ろ
う
。

他
に
、
氏
は
「
官
府
の
公
金
を
利
用
し
、
自
分
で
商
売
を
行
い
、
利

潤
を
得
た
」
こ
と
を
記
す
簡
と
し
て
、

釧
出
錢
四
千
五
百
八
月
乙
丑
給
令
史
張
卿
為
市
（
二
五
八
•
四
）

を
挙
げ
て
い
る
が
、
永
田
英
正
氏
の
集
成
に
あ
る
よ
う
に
、
こ
れ
は

「
銭
出
入
簿
」
の
簿
録
の
一
部
で
あ
り
、
候
官
が
令
史
張
卿
に
銭
を
給

付
し
、
何
か
買
物
を
さ
せ
た
と
解
釈
す
る
の
が
よ
い
目
同
氏
前
掲
書
、
一

二
七
、
一
三
二
頁
、
四
八
四
頁
）
．

右
に
挙
げ
た
例
は
、
い
ず
れ
も
簡
贖
の
様
式
や
内
容
を
充
分
検
討
せ

ず
、
字
面
だ
け
を
追
っ
た
た
め
の
誤
り
と
言
え
よ
う
。
こ
の
他
、
氏
の

論
文
で
疑
問
と
思
わ
れ
る
点
を
い
く
つ
か
挙
げ
て
お
こ
う
。

R
論
文
の
始
め
に
「
居
延
県
と
肩
水
県
」
と
言
っ
て
い
る
肩
水
県
に
つ

い
て
で
あ
る
が
、
『
漢
書
』
巻
二
八
下
、
地
理
志
下
、
張
液
郡
の
条
に

属
県
が
十
あ
り
、
そ
の
中
に
居
延
県
は
あ
る
が
肩
水
県
は
な
い
。
居
延

漢
簡
に
よ
っ
て
張
披
郡
に
は
日
勒
都
尉
、
居
延
都
尉
の
他
に
、
肩
水
都

尉
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
が
、
肩
水
県
と
い
う
の
は
氏
の

誤
解
で
あ
ろ
う
。

⑨
⑩

IZl市
亡
符
及
折

IZI

（一
l-
四
九
・
一
六
）

と
い
う
簡
を
例
に
挙
げ
、
氏
は
「
市
に
行
っ
て
信
符
を
な
く
し
た
こ
と

を
記
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
簡
文
が
残
欠
し
て
お
り
、
は
っ
き
り

し
た
意
味
は
わ
か
ら
な
い
」
と
言
う
が
、
こ
れ
は
大
庭
脩
氏
が
指
摘
す

る
よ
う
に
、
「
市
」
の
字
は
誤
釈
で
、
「
而
亡
符
及
折
」
が
正
し
く
、
文

評

門

田

明

帝
二
年
の
初
め
て
銅
虎
符
・
竹
使
符
を
与
え
た
時
の
詔
の
一
部
と
す
る

の
が
よ
い
で
あ
ろ
う
（
『
秦
漢
法
制
史
の
研
究
』
二
七
三
頁
。
）
．

R
居
延
漢
簡
に
「
以
十
月
平
買
」
（
四
・
一
）
な
ど
と
あ
る
も
の
や
⑯
呑

遠
隧
長
成
則
詣
官
平
斗

(
E
.
p
.
T
4
3
る

69)

を
、
氏
は
平
準
法
と
解

す
る
が
、
も
う
少
し
検
討
の
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
少
な

く
と
も
個
簡
は
、
候
官
に
出
頭
し
て
「
斗
」
の
検
査
を
受
け
た
も
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。

残
念
な
が
ら
、
氏
の
論
文
は
、
発
掘
に
よ
っ
て
研
究
材
料
で
あ
る
漢

簡
の
数
が
増
え
て
も
、
研
究
方
法
が
以
前
の
ま
ま
で
あ
る
と
、
あ
ま
り

研
究
成
果
が
期
待
で
き
な
い
こ
と
を
示
す
一
例
と
言
え
る
よ
う
で
あ
る
。

李
学
勤
「
銀
雀
山
簡
『
市
法
』
講
疏
」

一
九
七
二
年
四
月
、
山
東
省
博
物
館
と
臨
折
文
物
組
に
よ
っ
て
臨
祈

県
に
あ
る
銀
雀
山
一
号
墓
が
発
掘
さ
れ
、
副
葬
品
か
ら
前
一
四

0
年
か

ら
前
―
一
八
年
の
間
に
作
ら
れ
た
前
漢
墓
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

ま
た
、
辺
箱
の
北
端
に
副
葬
さ
れ
て
い
る
漆
器
と
陶
器
の
間
の
隙
間
か

ら
四
九
四
二
点
の
竹
簡
が
出
土
し
た
。
内
容
は
、
ほ
と
ん
ど
が
兵
家
の

書
で
、
伝
世
本
の
書
で
は
『
孫
子
兵
法
』
及
び
四
篇
の
侠
文
、
『
六
皓
』
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十
四
組
、
『
尉
燎
子
』
五
篇
、
『
晏
子
』
十
六
章
が
あ
り
、
侠
書
で
は
、

発
表
当
時
、
大
変
話
題
に
な
っ
た
『
孫
腋
兵
法
』
十
六
篇
を
は
じ
め
、

『
守
法
守
令
等
十
三
篇
』
十
篇
、
『
論
政
論
兵
の
類
』
五
十
篇
、
『
陰
陽

時
令
占
候
の
類
』
十
二
篇
、
『
そ
の
他
の
類
』
十
三
篇
が
あ
り
、
ま
だ

少
な
か
ら
ぬ
残
簡
が
分
類
・
整
理
中
で
あ
る
（
呉
九
龍
釈
『
銀
雀
山
漢
簡
釈

文
』
文
物
出
版
社
、
一
九
八
五
年
十
二
月
）
。

こ
の
内
『
守
法
守
令
等
十
三
篇
』
（
以
下
『
十
三
篇
』
と
略
す
）
は
、
同

時
に
出
土
し
た
篇
目
を
記
し
た
木
贖
に
よ
り
、
簡
の
形
・
字
体
を
根
拠

に
分
類
・
整
理
が
行
わ
れ
た
も
の
で
、
篇
目
に
は
順
に
「
守
法
」
「
要

言
」
「
庫
法
」
「
王
兵
」
「
市
法
」
「
守
令
」
「
李
法
」
「
王
法
」
「
委
法
」

「
田
法
」
「
兵
令
」
「
上
篇
」
「
下
篇
」
の
十
三
が
あ
っ
た
。

李
学
勤
氏
の
本
論
文
は
、
こ
の
『
十
三
篇
』
の
内
「
市
法
」
篇
に
関

す
る
も
の
で
あ
る
。
氏
に
は
他
に
「
銀
雀
山
簡
『
田
法
』
講
疏
」
（
『
中

国
文
化
輿
中
国
哲
学
』
所
収
、
深
訓
大
学
国
学
研
究
所
主
編
、
一
九
八
六
年
、

東
方
出
版
社
、
以
下
①
論
文
と
呼
ぶ
）
、
「
論
銀
雀
山
簡
『
守
法
』
『
守
令
』
」

（
『
文
物
』
一
九
八
九
年
九
期
、
以
下
③
論
文
と
呼
ぶ
）
な
ど
、
一
連
の
『
十

三
篇
』
に
関
す
る
論
文
が
あ
り
、
当
然
互
い
に
関
連
を
持
つ
。
そ
こ
で
、

こ
れ
ら
の
論
文
も
合
わ
せ
て
、
李
氏
の
本
論
文
を
見
て
い
き
た
い
。

李
氏
は
ま
ず
、
『
十
三
篇
』
が
、
長
沙
馬
王
堆
吊
書
の
『
胎
産
書
』

『
隷
書
陰
陽
五
行
（
仮
名
）
』
と
同
じ
く
、
も
と
吊
書
に
上
下
二
段
に
分

け
て
書
か
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
主
張
す
る
。
理
由
は
、
十
三
篇

の
内
、
第
一
、
三
、
五
、
七
、
九
、
十
の
六
篇
の
篇
名
の
付
け
方
が
似

て
お
り
、
内
容
が
関
連
し
て
い
る
、
ま
た
「
某
尚
夫
」
（
庫
尚
夫
、
邑
尚

夫
、
市
面
夫
な
ど
）
と
い
う
共
通
の
特
殊
な
用
語
が
使
わ
れ
て
い
る
、
こ

の
う
ち
第
十
篇
を
除
け
ば
奇
数
の
位
置
に
あ
る
等
で
あ
る
。
も
と
吊
書

に
書
か
れ
て
い
た
も
の
が
竹
簡
に
抄
録
さ
れ
る
時
、
上
下
の
順
序
を
誤

り
、
篇
題
木
贖
上
の
順
序
に
な
っ
た
と
す
る
の
で
あ
る
。
氏
に
従
え
ば
、

『
十
三
篇
』
各
篇
の
も
と
の
順
序
は
次
の
よ
う
に
な
る

(
0数
字
が
李
氏

の
順
序
）
。

1

守

法

①

2

要

言

⑨

-

3

庫

法

③

4

王

兵

⑩

-

5

市

法

③

6

守

令

⑪

7

李

法

④

9

委

法

⑥

8

王

法

⑫

一

10

田

法

⑥

一

2

上

篇

⑦

11

兵

令

⑱

一

ー13

下

篇

⑧

こ
れ
に
基
づ
い
て
、
⑨
論
文
で
は
『
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
』
〔
壺
〕

（
文
物
出
版
社
、
一
九
八
五
年
九
月
）
の
整
理
小
組
が
、
簡
七
六
七

l
八
一

二
号
の
内
、
字
体
と
内
容
か
ら
見
て
、
七
九
二
号
以
前
と
以
後
と
で
二

つ
に
分
け
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
が
「
守
法
」
か
「
守
令
」
か
わ
か
ら
な

い
と
し
て
、
ひ
と
ま
と
め
に
し
て
い
た
の
を
、
氏
は
「
守
法
」
と
「
庫

法
」
は
隣
り
合
っ
た
相
互
に
深
い
関
連
の
あ
る
簡
だ
と
し
、
「
庫
法
」

と
整
理
さ
れ
て
い
る
簡
と
内
容
的
に
関
連
の
あ
る
七
九
二
号
簡
以
前
が
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「
守
法
」
で
、
以
後
が
「
守
令
」
で
あ
ろ
う
と
す
る
。
た
だ
、
こ
の
主

張
が
最
初
に
な
さ
れ
た
①
論
文
や
本
論
文
に
お
い
て
は
、
隣
り
合
う
①

か
ら
⑥
ま
で
の
各
篇
が
、
ど
う
相
互
に
関
連
が
あ
る
の
か
説
明
さ
れ

て
い
る
訳
で
は
な
い
。
ま
た
篇
名
の
付
け
方
が
同
じ
「
王
法
」
が
、
な

ぜ
他
の
六
篇
か
ら
離
れ
て
下
段
に
置
か
れ
て
い
る
の
か
も
説
明
さ
れ
て

い
な
い
。
要
す
る
に
、
も
と
吊
書
に
書
か
れ
て
い
た
と
い
う
氏
の
主
張

は
、
可
能
性
と
し
て
は
否
定
は
で
き
な
い
が
、
あ
く
ま
で
推
測
に
す
ぎ

な
い
も
の
で
あ
る
。

次
に
氏
は
、
『
十
三
篇
』
は
戦
国
時
代
に
斉
国
に
お
い
て
作
ら
れ
た

も
の
で
あ
ろ
う
と
主
張
す
る
。
前
掲
の
『
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
』
〔
壼
〕

の
整
理
小
組
に
よ
る
編
輯
説
明
で
は
、
成
書
年
代
を
同
じ
く
戦
国
時
代
、

篇
に
よ
っ
て
は
戦
国
時
代
晩
期
と
し
て
い
る
が
、
ど
こ
で
作
ら
れ
た
か

に
つ
い
て
は
、
『
管
子
』
『
尉
練
子
』
『
墨
子
』
と
の
関
連
は
言
う
が
、

指
摘
は
な
い
。
氏
は
①
論
文
で
、
「
田
法
」
は
部
分
的
に
は
『
尉
瞭
子
』

兵
談
篇
や
『
管
子
』
立
政
篇
に
似
た
所
が
あ
る
が
、
思
想
的
内
容
は

『
管
子
』
乗
馬
篇
と
最
も
近
く
、
全
体
で
は
『
管
子
』
『
尉
練
子
』
と

の
関
係
か
ら
、
斉
国
の
著
作
と
す
る
説
（
呉
九
龍
「
銀
雀
山
漢
簡
斉
国
法
律

考
析
」
『
史
学
集
刊
』
一
九
八
四
年
第
四
期
）
に
賛
成
す
る
。
つ
い
で
、
⑨
論

文
で
は
、
「
守
法
」
の
相
当
部
分
は
、
戦
国
時
代
に
秦
で
作
ら
れ
た
と

さ
れ
る
『
墨
子
』
備
城
門
篇
・
号
令
篇
と
重
な
り
、
ま
た
「
守
法
」
に

は
、
雲
夢
睡
虎
地
秦
簡
に
見
え
る
秦
人
に
特
徴
的
な
「
伍
人
」
や
「
去

署
」
と
い
う
用
語
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
整
理
小
組
が
、
篇
が

短
く
内
容
も
簡
略
な
の
で
、
成
書
年
代
は
『
墨
子
』
よ
り
早
い
と
し
た

の
と
反
対
に
、
「
守
法
」
は
『
墨
子
』
備
城
門
篇
や
号
令
篇
を
襲
用
し

て
い
る
と
す
る
。
さ
ら
に
編
著
者
に
関
し
て
、
「
尉
練
よ
り
後
の
人
で
、

当
時
斉
秦
の
墨
者
の
兵
を
論
じ
た
著
作
を
学
ぶ
機
会
の
あ
っ
た
人
で
、

作
っ
た
人
が
斉
の
人
な
ら
、
当
然
管
子
系
の
学
者
の
影
響
も
あ
る
」
と

推
測
す
る
。
『
十
三
篇
』
全
体
で
は
、
『
尉
練
子
』
と
似
て
お
り
、
兵
書

で
あ
る
と
す
る
見
解
が
注
目
さ
れ
る
。

さ
て
、
本
論
文
は
、
右
の
氏
の
主
張
の
下
で
「
市
法
」
篇
に
関
す
る

内
容
を
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。
整
理
小
組
に
よ
っ
て
「
市
法
」
に
分

類
・
整
理
さ
れ
た
竹
簡
は
八
七
五
簡
か
ら
八
九
〇
簡
ま
で
あ
る
が
、
氏

は
八
七
五
簡
か
ら
八
八
八
簡
ま
で
を
取
り
上
げ
て
検
討
す
る
。
あ
と
の

二
簡
は
「
其
市
者
也

□ロ
ロ
」
（
八
八
九
）
「
口
市

□口
」
（
八
九
0
)
と

い
う
断
簡
で
あ
る
。
氏
は
、
「
市
法
」
に
は
市
に
関
す
る
理
論
と
し
て

晩
周
か
ら
漢
代
に
ま
で
至
る
抑
商
の
考
え
方
が
見
ら
れ
る
が
、
実
際
は
、

字
面
は
異
な
る
が
『
管
子
』
乗
馬
篇
の
務
市
事
の
節
と
同
じ
く
、
市
の

発
展
を
鼓
舞
す
る
に
あ
る
と
す
る
。
ま
た
市
吏
の
役
割
を
強
調
し
て
お

り
、
「
大
吏
」
「
下
吏
」
「
市
裔
夫
」
と
い
っ
た
市
吏
が
置
か
れ
、
市
吏

は
非
合
法
に
商
賣
の
利
潤
を
取
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
、
市
に
お
け
る

商
買
の
税
を
軽
く
す
る
こ
と
、
商
買
の
商
取
引
を
妨
害
し
て
は
な
ら
な

い
こ
と
、
当
時
商
賣
は
世
襲
制
で
あ
り
、
庶
子
や
夢
子
に
は
相
続
を

認
め
な
い
こ
と
、
市
吏
以
外
の
者
が
市
の
収
益
を
堅
断
す
る
こ
と
を
許

さ
ず
、
ま
た
必
ず
邑
の
官
吏
が
参
与
し
、
管
理
あ
る
い
は
監
察
し
た
こ
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漢
簡
の
研
究
で
は
実
物
を
写
真
に
撮
っ
た
も
の
を
参
照
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
活
字
化
さ
れ
た
釈
文
の
み
を
頼
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
一

つ
の
釈
文
を
無
批
判
に
利
用
す
る
こ
と
は
厳
し
く
慎
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。

本
論
の
著
者
謝
桂
華
氏
は
、
社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所
に
所
属
し
、
先

評

謝

桂

華

鵜

飼

昌

男

と
が
記
さ
れ
て
い
る
と
す
る
。
さ
ら
に
、
漢
代
に
似
た
市
の
制
度
が
あ

り
、
「
国
市
」
と
呼
ば
れ
た
諸
侯
の
城
邑
中
の
市
の
規
模
、
市
中
に
設

け
ら
れ
た
陣
列
の
制
な
ど
が
確
認
で
き
る
と
い
う
。
全
体
と
し
て
「
市

法
」
は
、
戦
国
時
代
の
経
済
制
度
の
研
究
に
対
し
、
か
な
り
重
要
な
も

の
で
、
諸
侯
国
の
商
業
の
発
展
と
市
の
発
達
の
程
度
が
う
か
が
え
る
と

さ
れ
る
。

氏
の
検
討
に
よ
れ
ば
、
「
市
法
」
は
、
漢
代
の
市
の
制
度
や
商
人
の

身
分
の
問
題
に
つ
い
て
も
興
味
深
い
史
料
と
言
え
る
。
た
だ
、
そ
れ
で

は
こ
の
「
市
法
」
か
ら
う
か
が
え
る
市
の
制
度
は
、
一
体
ど
こ
の
国
の

制
度
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
十
三
篇
』
が
斉
で
作
ら
れ
た
の
な
ら
、
こ

れ
は
斉
の
制
度
な
の
か
、
そ
れ
と
も
一
般
論
で
、
当
時
ど
こ
の
諸
侯
国

に
も
あ
て
は
ま
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
が
、
氏
の
論
文
で
は
よ
く
わ
か

ら
ず
、
問
題
点
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。

「
漢
簡
和
漢
代
的
取
庸
代
戌
制
度
」

に
は
『
居
延
漢
簡
釈
文
合
校
』
に
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
漢
簡
研

究
者
で
あ
る
。
本
論
の
出
発
点
は
恐
ら
く
労
斡
氏
の
釈
文
や
『
居
延
漢

簡
甲
編
』
・
『
居
延
漢
簡
甲
乙
編
』
の
釈
文
の
検
討
を
行
っ
た
『
居
延
漢
簡

釈
文
合
校
』
の
研
究
過
程
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、

従
来
の
釈
文
で
は
「
属
」
ま
た
は
不
可
釈
で
あ
っ
た
部
分
を
「
庸
」
と

読
む
こ
と
が
で
き
て
は
じ
め
て
漢
簡
に
ま
と
ま
り
が
つ
く
か
ら
で
あ
る
。

本
論
は
、
ま
ず
本
来
「
庸
」
と
釈
読
す
べ
き
漢
簡
を
新
居
延
漢
簡
に

ま
で
及
ん
で
一
簡
毎
に
非
常
に

T
寧
に
指
摘
解
釈
し
て
い
る
。
次
い
で

文
献
史
料
に
見
ら
れ
る
「
庸
」
に
つ
い
て
、
剪
伯
賛
氏
の
「
西
漢
時
期

的
雇
用
労
働
」
（
北
京
大
学
学
報
一
九
五
九
ー
一
）
を
参
考
に
し
て
概
観
し

た
上
で
、
新
た
に
指
摘
し
た
漢
簡
中
の
「
庸
」
は
、
社
会
一
般
に
考
え

ら
れ
る
雇
用
労
働
と
は
異
な
り
「
取
庸
代
戌
」
に
限
定
さ
れ
た
意
味
を

持
つ
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
改
め
て
本
論
の
中
心
と
な
る
漢

簡
の
分
類
整
理
を
行
い
な
が
ら
派
生
す
る
問
題
点
（
例
え
ば
庸
賃
）
に
対

し
て
若
千
の
検
討
を
加
え
る
と
い
う
構
成
を
と
っ
て
い
る
。
結
輪
か
ら

言
え
ば
、
著
者
の
い
う
「
取
庸
代
戌
」
制
度
と
は
、
漢
代
に
於
い
て
成

年
男
子
に
課
せ
ら
れ
た
辺
境
で
の
術
戌
に
対
し
て
、
他
人
を
銭
で
雇
い

自
己
の
代
理
戌
卒
と
し
て
服
役
さ
せ
る
制
度
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ

の
制
度
に
は
漢
簡
と
文
献
の
記
載
か
ら
本
籍
・
年
齢
・
爵
位
・
期
限
・

庸
賃
な
ど
に
細
か
な
規
定
が
見
出
さ
れ
、
「
取
庸
代
戌
」
に
関
す
る
名

籍
の
作
成
が
候
官
で
為
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
事
務
の
承
認
は
、
内
郡

の
県
に
当
た
る
候
官
で
行
わ
れ
た
と
す
る
。
更
に
、
居
延
漢
簡
の
年
代
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幅
か
ら
考
え
て
前
漢
武
帝
か
ら
後
漢
光
武
帝
の
時
期
で
は
、
自
ら
辺
境

で
の
稲
戌
に
服
す
る
場
合
の
方
が
「
取
庸
代
戌
」
よ
り
一
般
的
で
あ
っ

た
と
す
る
。
漢
代
の
兵
制
に
関
す
る
研
究
は
漠
簡
を
利
用
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
従
来
ま
で
の
少
な
い
文
献
史
料
を
如
何
に
解
釈
す
る
か
と
い

う
段
階
か
ら
、
制
度
運
用
の
具
体
的
な
様
子
を
窺
え
る
ま
で
に
な
っ
て

き
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
本
論
文
の
「
取
庸
代
戌
」
制
度
に
関
す
る

漢
簡
集
成
の
成
果
は
、
庸
賃
を
出
し
て
戌
卒
を
ま
か
な
う
と
い
う
現
象

の
拡
大
を
考
え
る
な
ら
ば
、
募
兵
制
の
進
行
を
後
漢
に
見
ら
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
著
者
は
指
摘
す
る
。

論
考
の
概
略
は
以
上
の
如
く
で
あ
る
が
、
以
下
で
は
漢
簡
に
焦
点
を

絞
っ
て
卑
見
を
述
べ
て
み
た
い
。
ま
ず
、
指
摘
し
た
四
五
枚
の
漢
簡
に

対
す
る
整
理
法
に
つ
い
て
で
あ
る
。
四
五
枚
の
う
ち
三
五
枚
が
名
籍
の

薄
録
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
そ
の
整
理
に
は
本
来
は
ど
の
よ
う

な
冊
書
で
あ
っ
た
の
か
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
簡
の
書
式
及
び
記

載
事
項
は
そ
の
際
の
有
力
な
判
断
材
料
と
な
る
が
、
出
土
地
の
違
い
や

余
白
ま
で
含
め
た
書
式
の
違
い
と
い
う
点
も
名
籍
で
は
注
意
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
旧
居
延
漢
簡
の
場
合
、
「
取
庸
代
戌
」

関
係
の
木
簡
は

A
3
5
（
肩
水
都
尉
府
）
、

A
8
（
甲
渠
候
官
）
、

A
3
3
（
肩
水

候
官
）
、

A
3
2
（
肩
水
金
関
）
、

A
2
2
、
A
2
1
、
と
規
模
の
異
な
る
官
署
跡

か
ら
出
土
し
て
い
る
。
著
者
は
簡
の
整
理
に
於
い
て
、
書
式
か
ら
大
苔

v―
―
―
類
に
分
け
て
い
る
。

A
3
5
の
簡
を
基
準
に

A
2
1
の
一
簡
を
含
め
て

「
戌
卒
欲
取
庸
任
作
名
籍
」
と
仮
に
表
題
を
付
け
、
他
に
最
も
数
の
多

い
グ
ル
ー
プ
を
「
戌
卒
取
庸
任
作
名
籍
」
と
や
は
り
仮
称
を
つ
け
て
第

ニ
類
と
し
て
い
る
。
第
三
類
は
、
新
居
延
漢
簡
の
中
に
「
萬
歳
部
居
摂

元
年
九
月
戌
卒
受
庸
銭
名
籍
」
と
い
う
表
題
簡
が
存
在
し
て
い
る
の
で
、

「
取
庸
代
戌
」
関
係
の
木
簡
で
庸
銭
の
記
録
の
あ
る
も
の
を
ま
と
め
て

お
り
妥
当
と
い
え
よ
う
。
問
題
と
な
る
点
は
第
一
類
の

A
3
5
の
簡
で
あ

る。

A
3
5
の
田
卒
の
名
籍
に
つ
い
て
は
既
に
陳
公
柔
氏
・
徐
卒
芳
氏

「
大
湾
出
土
的
西
漢
田
卒
簿
籍
」
（
考
古
一
九
六
三
ー
三
）
に
於
い
て
、
田

卒
の
名
籍
と
田
卒
の
衣
物
支
給
簿
に
分
類
で
き
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

第
一
類
の
簡
を
『
居
延
漢
簡
図
版
之
部
』
の
写
真
に
よ
っ
て
検
討
す

る
と
、
田
卒
の
名
藉
簡
と
筆
跡
・
簡
質
は
同
じ
で
あ
り
、
田
卒
名
籍
の

中
に
編
み
込
ま
れ
て
も
良
い
簡
で
は
な
い
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
こ

れ
は
大
庭
脩
氏
「
地
湾
出
土
の
騎
士
簡
冊
ー
材
官
改
補
正
—
」
(
『
末
永

先
生
米
寿
記
念
献
呈
論
文
集
』
．
坤
）
の
中
で
の
騎
士
名
籍
の
復
元
に
よ
っ

て
既
に
用
い
ら
れ
た
考
え
方
で
あ
る
。
問
題
の
簡
を
名
籍
の
中
に
編
み

込
ん
だ
場
合
、
田
卒
の
中
の
数
人
は
庸
銭
を
支
払
っ
て
あ
る
人
物
を
代

理
と
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
名
籍
と
し
て
不
都
合
は
な
い
。
故
に
、

第
一
類
に
あ
る

A
3
5
の
簡
は
田
卒
名
籍
の
簿
録
の
一
部
で
は
な
い
か
と

考
え
る
の
で
あ
る
。
戌
卒
名
籍
と
第
二
類
の
簡
と
の
関
係
も
全
て
同
様

で
あ
る
と
は
い
え
な
い
が
可
能
性
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
何
故
な
ら

ば
、
第
一
類
、
第
二
類
の
仮
の
名
称
を

224.19
簡
「

121庸
任
作
者
移
名
、

任
作
不
欲
為
庸
IZJ
一
編
敢
言
之
」
か
ら
取
っ
て
い
る
が
、
こ
の
簡
の
解

釈
を
著
者
は
述
べ
て
お
ら
ず
、
簡
の
解
釈
を
不
十
分
に
し
た
ま
ま
で
は
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名
籍
の
仮
称
を
つ
け
る
こ
と
に
は
無
理
が
あ
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

子
豪
亮
氏
「
居
延
漢
簡
釈
叢
」
（
文
史
一
七
）
で
は
、
こ
の
簡
に
つ
い
て
、

「
任
」
は
「
賃
」
と
読
み
「
庸
」
と
同
義
語
で
あ
り
、
「
庸
」
は
作
業

時
間
の
長
期
に
亘
る
も
の
、
「
賃
」
は
短
期
の
も
の
と
解
し
て
い
る
。

そ
し
て
「
任
作
不
欲
為
庸
」
と
は
、
短
期
作
業
を
願
い
長
期
を
望
ま
な

い
と
解
し
て
お
り
、
「
庸
」
を
「
取
庸
代
戌
」
と
は
限
定
し
て
い
な
い
。

私
は
、
こ
の
簡
を
、
傭
作
に
あ
た
る
人
に
つ
い
て
の
名
籍
を
報
告
す
る

に
当
た
っ
て
、
何
等
か
の
文
書
を
添
え
た
旨
を
伝
え
る
送
り
状
で
あ
る

と
考
え
る
の
で
、
「
取
庸
代
戌
」
に
は
限
定
し
て
い
な
い
手
氏
の
説
に

従
い
た
い
。

次
に
、
根
本
的
な
疑
問
を
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。
著
者
は
む
す
び
に

お
い
て
、
「
取
庸
代
戌
」
の
事
務
手
続
き
を
「
既
に
辺
境
で
の
揺
戌
に

あ
た
る
者
」
と
限
定
し
た
上
で
、
戌
卒
本
人
か
ら
取
庸
代
戌
申
請
が
提

出
さ
れ
、
所
属
の
候
・
隊
よ
り
名
簿
を
候
官
へ
送
り
、
候
官
の
承
認
を

得
る
も
の
と
述
べ
て
い
る
が
、
本
来
「
取
庸
代
戌
」
と
は
戌
脩
を
嫌
う

た
め
に
代
理
を
雇
う
と
考
え
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
指
摘
さ
れ
た
名
籍

簡
は
雇
主
・
被
雇
者
共
に
同
郷
で
あ
る
の
で
、
著
者
は
「
既
に
辺
境
で

の
径
戌
に
あ
る
者
」
と
限
定
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
で
は
雇
主
・

被
雇
者
共
に
辺
境
に
赴
く
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
、
取
庸
代
戌
の
意
味

が
な
く
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
筆
者
の
如
く
径
戌
を
嫌
う
た
め

代
理
を
雇
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
な
ら
ば
、
「
取
庸
代
戌
」
の
名
籍
は

戌
卒
の
本
郡
で
作
成
さ
れ
た
も
の
が
居
延
へ
送
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
名
籍
と
は
こ
の
場
合
、
誰
が
ど
の
人
物
の
代
理
で
あ
り
、
現
実

に
服
務
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
物
で
あ
る
。
本
郡
か

ら
の
名
籍
だ
け
で
は
、
戌
卒
の
人
数
さ
え
合
致
し
て
い
れ
ば
、
本
人
の

確
認
は
不
可
能
と
な
ろ
う
。
い
っ
た
い
、
著
者
の
指
摘
し
た
「
取
庸
代

戌
」
の
名
籍
は
ど
こ
で
作
成
さ
れ
た
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
著
者
は
、

雇
主
は
原
籍
地
に
居
り
被
雇
者
は
辺
郡
に
あ
る
と
述
べ
る
が
、
こ
の
疑

問
の
答
え
と
は
な
っ
て
い
な
い
。

最
後
に
、
著
者
は
「
取
庸
代
戌
」
簡
の
内
容
か
ら
戌
卒
制
度
に
関
す

邑
漠
書
昭
帝
紀
、
元
鳳
四
年
の
条
の
如
淳
の
注
「
更
有
三
品
、
有
卒
更
、

有
践
更
、
有
過
更
」
の
解
釈
に
言
及
し
て
い
る
が
、
傭
銭
の
支
払
い
に

よ
る
戌
卒
の
代
理
制
度
を
表
す
名
箱
の
記
載
事
項
に
は
限
り
が
あ
り
、

や
は
り
文
献
の
解
釈
が
未
整
理
の
ま
ま
で
は
考
証
に
無
理
が
あ
ろ
う
。

「
取
庸
代
戌
」
簡
の
内
容
の
中
で
は
、
む
し
ろ
、
傭
銭
の
支
払
い
に
よ

る
戌
卒
の
交
代
に
は
爵
位
の
逆
転
の
例
が
見
ら
れ
な
い
点
に
注
意
を
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
民
爵
の
具
体
的
な
効
力
を
表
す
一
例
と
受

け
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

以
上
、
漢
簡
に
絞
っ
た
内
容
で
の
書
評
で
あ
る
が
、
著
者
の
漢
簡
に

対
す
る
研
究
の
深
さ
に
は
改
め
て
敬
服
す
る
も
の
で
あ
り
、
評
者
浅
学

の
こ
と
ゆ
え
著
者
始
め
大
方
の
御
教
示
を
仰
ぐ
次
第
で
あ
る
。

- 63 -



評

李

均

明

鵜

飼

「
漢
簡
所
見

占
行
書
II

昌

男

文
書
述
略
」

居
延
漢
簡
の
古
文
書
学
的
な
整
理
は
、
漢
簡
を
史
料
と
し
て
使
用
す

る
場
合
に
は
必
須
の
も
の
で
あ
る
。
永
田
英
正
氏
の
「
居
延
漢
簡
の
集

成
」
（
『
居
延
漢
簡
の
研
究
』
）
に
み
ら
れ
る
書
式
を
中
心
に
分
類
す
る
方
法

の
有
効
性
は
、
漢
簡
の
研
究
者
に
と
っ
て
は
今
や
自
明
の
こ
と
と
言
え

よ
う
。
本
論
文
の
著
者
李
均
明
氏
は
古
文
献
研
究
室
に
所
属
し
居
延
漢

簡
の
専
門
研
究
者
と
し
て
、
や
は
り
書
式
を
中
心
と
し
た
整
理
分
類
を

踏
ま
え
て
、
そ
の
精
緻
な
成
果
を
次
々
と
発
表
さ
れ
て
い
る
。
居
延
漢

簡
に
関
す
る
論
文
に
は
、
考
察
の
対
象
を
漢
簡
の
み
に
絞
っ
た
、
言
わ

ば
漢
簡
の
基
礎
的
な
研
究
と
漢
簡
の
記
載
事
項
を
文
献
と
照
ら
し
合
わ

せ
た
研
究
と
の
二
種
類
が
あ
る
。
本
論
文
は
前
者
に
当
た
る
も
の
で
あ

る。
表
題
に
あ
る
「
行
書
」
文
書
と
は
、
文
書
の
逓
伝
に
関
す
る
木
簡
を

総
称
し
た
も
の
で
あ
り
、
簡
の
書
式
と
内
容
か
ら
文
書
発
信
記
録
・
逓

伝
記
録
・
受
信
記
録
及
び
封
検
そ
の
他
に
分
類
し
て
い
る
。
各
簡
の
分

類
と
記
載
事
項
の
解
釈
は
、
従
来
ま
で
の
解
釈
と
は
細
か
な
二
、
三
の

点
を
除
け
ば
変
化
は
な
く
首
肯
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
細
か
な
点

と
は
、
ま
ず
、
発
信
記
録
の
中
で
三
段
目
に
記
載
さ
れ
る
べ
き
発
信
日

と
担
当
者
を
欠
い
た
簡
が
有
る
こ
と
に
対
し
て
、
「
文
書
発
信
担
当
者

が
比
較
的
固
定
し
て
い
る
た
め
署
名
が
無
く
と
も
責
任
の
所
在
は
明
確

に
で
き
得
る
」
と
述
べ
る
箇
所
。
断
片
的
な
木
簡
は
本
来
は
冊
害
の
形

を
取
る
も
の
で
あ
る
が
、
発
信
記
録
簡
に
つ
い
て
の
冊
書
を
想
定
し
た

場
合
、
卑
見
で
は
文
書
発
信
毎
に
簡
を
作
成
し
冊
書
に
編
み
こ
ん
で
い

っ
た
と
考
え
る
の
で
、
担
当
者
の
署
名
が
無
い
と
い
う
こ
と
は
や
は
り

単
純
な
、
ミ
ス
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

次
に
、
逓
伝
記
録
に
は
三
段
目
に
一
定
区
間
内
で
の
文
書
受
取
時
刻

と
受
渡
時
刻
及
び
担
当
者
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
区
間
の
里
程

と
所
要
時
間
及
び
規
定
時
間
と
の
点
検
も
記
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。

こ
の
部
分
に
所
要
時
間
に
つ
い
て
「
定
行
」
「
嘗
行
」
と
い
う
語
句
が

使
用
さ
れ
て
お
り
、
以
前
拙
稿
「
居
延
漢
簡
に
み
え
る
文
書
の
逓
伝
に

つ
い
て
」
（
『
史
泉
』
6
0
)
に
お
い
て
、
「
定
行
」
を
規
定
時
間
と
し
、
「
営

行
」
を
「
宵
行
」
と
釈
読
し
実
際
の
所
要
時
間
と
理
解
し
て
い
た
。
李

氏
は
「
定
行
」
の
「
定
」
を
漢
書
や
他
の
木
簡
を
例
証
に
「
事
後
に
結

果
と
し
て
現
わ
れ
て
く
る
こ
と
」
と
い
う
意
味
に
解
釈
し
、
「
定
行
」

と
は
実
際
の
所
要
時
間
を
表
す
と
し
、
規
定
時
間
を
表
す
語
句
を
「
嘗

行
」
と
釈
読
し
て
い
る
。
「
常
」
の
字
は
『
居
延
漢
簡
図
版
之
部
』
で

は
い
ず
れ
も
は
っ
き
り
と
し
な
い
が
、
「
定
行
」
の
解
釈
は
李
氏
の
説

を
以
て
拙
稿
の
訂
正
と
し
た
い
。

更
に
、
沸
伝
記
録
は
当
時
「
郵
書
刺
」
ま
た
は
「
過
書
刺
」
と
称
さ

れ
て
い
た
と
述
べ
、
こ
の
文
書
名
の
根
拠
と
な
る
簡
と
し
て
表
題
簡
を
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挙
げ
て
い
る
が
、
他
の
表
題
簡
に
「
郵
書
課
」
と
記
さ
れ
た
も
の
も
あ

り
、
「
刺
」
を
著
者
の
如
く
状
況
を
連
絡
す
る
文
書
の
意
味
に
と
る
こ

と
が
妥
当
で
あ
る
の
か
、
同
じ
文
書
に
つ
い
て
の
表
題
簡
が
二
種
類
存

在
す
る
以
上
は
、
「
刺
」
と
「
課
」
の
相
違
は
未
だ
明
確
に
な
っ
て
い

な
い
。
ま
た
、
逓
伝
記
録
す
べ
て
を
「
刺
」
と
呼
ぶ
に
は
、
所
要
時
間

点
検
の
記
録
を
有
す
る
簡
と
無
い
簡
が
あ
り
、
逓
伝
記
録
の
作
成
の
意

義
を
考
え
れ
ば
書
式
上
こ
の
相
違
は
大
き
い
も
の
と
考
え
る
。

最
後
に
、
逓
伝
記
録
か
ら
は
甲
渠
候
官
内
の
逓
伝
表
を
作
成
で
き
、

大
ま
か
な
候
官
内
の
隊
の
配
置
が
わ
か
る
。
著
者
の
表
は
永
田
氏
の
作

成
し
た
も
の
と
ほ
ぼ
同
じ
も
の
で
あ
り
、
陳
夢
家
氏
の
表
（
「
漢
簡
考
述
」

『
漢
簡
綴
述
』
所
収
）
に
対
す
る
疑
問
も
永
田
氏
の
挙
げ
て
い
る
点
と
同

じ
で
あ
る
。
し
か
し
、
．
呑
遠
部
か
ら
城
北
部
へ
の
ル
ー
ト
の
可
能
性
を

指
摘
し
て
い
る
点
、
武
賢
部
と
臨
木
部
を
直
接
明
確
に
結
ん
で
い
な
い

点
に
は
疑
問
が
残
る
。
甲
渠
候
官
内
の
逓
伝
記
録
の
作
成
を
甲
渠
候
官

へ
報
告
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
文
書
逓
伝
の
円
滑
な
運
営
を
維
持
す
る

た
め
に
あ
り
、
所
要
時
間
の
点
検
が
最
も
重
要
な
目
的
で
あ
る
と
考
え

る
。
な
ら
ば
、
所
要
時
間
の
点
検
記
録
に
あ
る
「
界
中
」
と
い
う
語
句

は
甲
渠
候
官
管
轄
内
を
意
味
し
、

113.1
に
あ
る
逓
伝
記
録
に
よ
れ
ば

城
北
部
か
ら
他
の
候
官
へ
の
繋
が
り
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
ま
た
、
甲
渠
候
官
内
の
北
行
書
と
南
行
書
の
里
程
数
の
違
い
か

ら
、
具
体
的
に
郵
亭
間
の
距
離
を
逓
伝
規
定
時
間
を
使
っ
て
割
り
出
し

て
い
る
が
、
漢
簡
に
記
載
さ
れ
た
一
日
の
時
間
区
分
に
つ
い
て
の
著
者

本
論
文
は
、
一
九
七
三
・
七
四
年
に
居
延
の
甲
渠
候
官
遺
跡
で
発
見

さ
れ
た
、
『
建
武
三
年
候
粟
君
所
責
寇
恩
事
』
と
よ
ば
れ
る
三
六
枚
の

簡
讀
か
ら
な
る
、
一
連
の
冊
書
に
関
す
る
論
考
で
あ
る
。
張
氏
は
こ
の

冊
書
は
三
部
か
ら
な
る
経
済
事
件
に
関
す
る
訴
訟
の
愛
書
と
す
る
が
、

こ
れ
は

E
P
F
2
2
:
3
6
の
番
号
を
持
つ
木
褐
を
除
い
て
五
部
か
ら
な
っ

て
お
り
、
ま
た
確
か
に
愛
書
を
含
ん
で
は
い
る
が
、
こ
の
冊
書
の
主
文

は
居
延
守
丞
の
勝
の
報
告
書
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
冊
書
に
つ

い
て
は
従
来
か
ら
多
く
の
研
究
が
さ
れ
て
吾
た
が
、
そ
の
代
表
的
な
も

の
と
し
て
次
の
よ
う
な
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。

評

吉

村

昌

之

張
俊
民
「
『
建
武
三
年
候
粟
君
所
責
寇

恩
事
』
冊
経
済
考
略
」

に
つ
い
て

自
ら
の
考
察
（
「
漢
簡
所
見
一
日
十
八
時
、
一
時
十
分
記
時
制
」
『
文
史
』
2
2
)

を
経
た
上
で
の
数
字
で
あ
り
、
居
延
地
域
の
遺
跡
地
図
と
対
比
し
て
参

考
に
す
る
ぺ
き
も
の
あ
ろ
う
。

以
上
、
同
じ
行
書
関
係
の
漢
簡
を
研
究
し
た
者
と
し
て
拙
い
書
評
を

述
べ
た
が
、
著
者
の
精
緻
な
研
究
は
漢
簡
の
理
解
に
は
必
読
の
一
編
で

あ
ろ
う
。
著
者
の
御
教
示
を
仰
ぐ
次
第
で
あ
る
。
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愈
偉
超
「
略
繹
漢
代
獄
辟
文
例
ー
一
伶
治
獄
材
料
初
探
」
『
文
物
』

一
九
七
八
ー
一

璽
几
達
『
粟
君
所
責
寇
恩
事
』
簡
冊
略
考
」
『
文
物
』
一
九
七
八
ー
一

徐
率
芳
「
居
延
考
古
登
掘
的
新
収
穫
」
『
文
物
』
一
九
七
八
ー
一

袈
錫
圭
「
新
登
現
的
居
延
漢
簡
的
幾
個
問
題
」
『
中
国
史
研
究
』
一

九
七
九
ー
四

陳
仲
安
「
闘
子
『
粟
君
所
責
寇
恩
簡
』
的
一
慮
繹
文
」
『
文
史
』
七

（
一
九
七
九
ー
ー
ニ
）

初
仕
賓
・
癖
冗
達
「
居
延
新
簡
『
責
寇
恩
事
』
的
幾
個
問
題
」
『
考

古
輿
文
物
』
一
九
八
―
—
三

大
庭
脩
「
補
論
居
延
新
出
『
候
粟
君
所
責
寇
恩
事
』
冊
書
ー
愛
書

考
補
ー
」
『
秦
漢
法
制
史
の
研
究
』
（
一
九
八
二
、
創
文
社
、
第
五
篇
第
二
章
）

（
マ
マ
）

楊
剣
虹
「
従
居
延
漢
簡
『
建
武
三
年
侯
粟
君
所
責
寇
恩
事
』
看
東
漢

的
雇
傭
労
働
」
『
西
北
史
地
』
一
九
八
六
—
二

連
砒
名
「
西
域
木
簡
所
見
『
漢
律
』
中
的
『
證
不
言
請
』
律
」
『
文

物
』
一
九
八
六

I
-
―

何
双
全
「
賓
融
在
河
西
」
『
西
北
史
地
』
一
九
八
八
ー
三

こ
の
文
書
が
記
さ
れ
た
建
武
三
年
（
紀
元
二
七
年
）
当
時
は
社
会
の
大

動
乱
期
で
あ
っ
た
が
、
河
西
地
区
は
こ
の
前
後
ほ
ば
賓
融
の
統
治
下
に

あ
っ
た
。
『
後
漢
書
・
賓
融
伝
』
に
は
、
「
融
等
遥
聞
光
武
即
位
、
而
心

欲
東
向
、
以
河
西
隔
遠
、
未
能
自
通
。
時
陳
露
先
稲
建
武
年
号
、
融
等

従
受
正
朔
。
」
と
あ
り
、
建
武
五
年
（
紀
元
三
0
年
）
に
、
賓
融
は
光
武

帝
劉
秀
へ
使
者
を
送
り
、
こ
れ
以
後
、
名
目
上
は
後
漢
が
河
西
を
掌
握

す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
こ
の
地
区
が
真
に
後
漢
に
帰
属
し
た
の
は
、

天
水
に
あ
っ
た
陳
器
政
権
が
崩
壊
し
た
建
武
八
年
（
紀
元
三
三
年
）
以
後

で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
後
漢
の
勢
力
が
こ
の
地
区
に
及
ぶ
前
に
、

本
冊
の
よ
う
に
「
建
武
三
年
」
の
紀
年
が
ど
う
し
て
使
用
さ
れ
た
の
か

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

張
氏
は
、
賓
融
は
更
始
帝
の
名
義
に
よ
り
河
西
に
鎮
し
て
い
た
の
で
、

当
然
「
更
始
」
の
年
号
を
用
い
た
が
、
更
始
帝
劉
玄
が
劉
盆
子
に
降
っ

た
た
め
、
賓
融
等
も
こ
れ
に
随
い
、
改
め
て
劉
盆
子
の
「
建
世
」
の
年

号
を
用
い
た
の
で
あ
っ
て
、
居
延
新
簡
に
も
そ
の
例
が
み
ら
れ
る
と
す

る
。
さ
ら
に
、
建
世
三
年
、
す
な
わ
ち
建
武
三
年
の
初
め
に
な
っ
て
、

劉
盆
子
が
光
武
帝
に
降
っ
た
た
め
、
賓
融
は
天
水
に
割
拠
し
て
い
た
陳

駕
を
通
し
て
後
漢
の
正
朔
を
授
奉
し
、
「
建
武
」
の
年
号
を
使
用
し
た

の
で
あ
り
、
こ
の
後
、
河
西
地
方
は
ま
さ
に
「
建
武
」
の
年
号
を
使
用

し
た
と
す
る
。
さ
ら
に
氏
は
、
建
武
三
年
以
前
の
建
武
の
年
号
は
す
べ

て
前
事
を
追
記
し
た
も
の
で
あ
る
と
結
論
し
て
い
る
。

こ
れ
に
関
し
て
は
、
居
延
新
簡
中
に
、
甲
渠
郭
候
の
獲
と
い
う
人
物

に
つ
い
て
、
「
漢
元
始
廿
六
年
（
紀
元
二
六
年
）
十
一
月
庚
申
朔
甲
戌
甲

渠
部
候
獲
〔
略
〕
」
（
E
P
F
2
2
.. 
160)
と
「
建
武
三
年
（
紀
元
二
七
年
）
十
二

月
癸
丑
朔

T
巳
甲
渠
部
侯
獲
〔
略
〕
」
（
E
P
F
2
2
:
1
8
7
)
の
二
簡
が
み
ら

れ
、
建
武
三
年
に
な
っ
て
は
じ
め
て
「
建
武
」
の
年
号
が
使
用
さ
れ
て
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い
る
こ
と
が
例
証
さ
れ
る
。
本
来
存
在
し
な
い
、
元
始
の
年
号
が
二
六

年
ま
で
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
る
と
、
こ
の
辺
境
の
混
乱
が
伝
わ

っ
て
く
る
。
さ
ら
に
陳
器
の
年
号
で
あ
る
「
復
漢
元
年
（
紀
元
二
三
年
）
」

(
E
P
F
2
2
 
•• 

123)

の
記
述
も
あ
っ
て
興
味
深
い
。

つ
い
で
前
漢
末
年
の
雇
用
労
働
問
題
や
、
河
西
の
社
会
経
済
の
状
況

を
簡
単
に
述
べ
、
続
い
て
、
穀
物
・
牛
・
魚
・
肉
・
車
の
価
格
に
つ
い

て
詳
述
す
る
。
史
籍
や
旧
居
延
漢
簡
中
に
み
ら
れ
る
前
漢
の
平
常
時
の

物
価
と
こ
の
冊
害
に
み
え
る
建
武
年
間
の
物
価
と
を
比
較
す
る
と
、
穀

物
は
平
常
時
は
一
石
あ
た
り
一
五
銭
か
ら
―

1
0
銭
で
あ
っ
た
が
、
建

武
期
は
三

0
0
0
銭
（
甲
渠
）
か
ら
四

0
0
0銭
（
鰈
得
）
で
あ
っ
た
。

牛
価
も
平
常
時
は
一
頭
数
千
銭
だ
が
、
建
武
期
は
一
八
万
銭
で
あ
る
。

肉
も
平
常
時
は
一
斤
の
肉
は
五
銭
だ
が
、
建
武
期
は
三

0
0
銭
で
あ
り
、

こ
れ
ら
の
差
は
お
よ
そ
十
倍
で
あ
る
。
ま
た
車
価
に
つ
い
て
は
明
確
な

価
格
は
不
明
と
し
な
が
ら
も
非
常
に
高
価
な
も
の
と
す
る
。
し
か
し
魚

価
は
少
し
異
な
っ
て
お
り
、
平
常
時
は
一

0
銭
か
ら
四

0
銭
紬
薔
了
か

ら
八

0
銭
（
甲
渠
）
で
あ
っ
て
そ
れ
程
差
が
な
い
。
し
か
も
糧
価
な
ど
か

ら
み
る
と
、
礫
得
地
区
の
魚
価
は
甲
渠
地
区
よ
り
高
く
な
る
べ
き
だ
が
、

実
際
は
そ
の
逆
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
地
区
や
時
間

の
違
い
、
魚
の
大
小
や
種
類
の
違
い
な
ど
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
張
氏

も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
両
地
の
魚
価
の
違
い
が
非
常
に
大
き
い
の
に
、

何
故
に
は
る
ば
る
遠
く
ま
で
運
送
し
て
ま
で
低
価
で
売
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
と
い
っ
た
問
題
は
、
今
後
の
研
究
課
題
で

あ
ろ
う
Q

本
冊
書
全
体
に
み
ら
れ
る
物
価
問
題
は
、
居
延
と
い
う
地
域
的
な
問

題
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
建
武
三
年
期
と
い
"
9
時
代
的
な
問
題
で

あ
っ
た
の
か
。
張
氏
は
中
国
の
中
央
政
府
と
西
域
・
北
方
の
少
数
民
族

と
の
係
争
の
地
で
あ
っ
た
河
西
地
区
に
お
い
て
、
少
数
民
族
を
蔑
視
す

る
よ
う
な
王
葬
の
失
政
の
結
果
、
混
乱
が
お
き
、
経
済
発
展
に
非
常
に

大
き
な
障
害
と
な
っ
た
と
す
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
社
会
経
済
の
バ
ロ

メ
ー
タ
ー
と
し
て
の
物
価
が
暴
騰
し
た
が
、
前
漢
末
か
ら
王
葬
期
に
至

る
こ
の
時
期
は
経
済
の
衰
退
期
で
も
あ
り
、
本
冊
書
に
表
さ
れ
た
物
価

と
い
う
の
も
、
丁
度
こ
の
時
期
の
経
済
状
況
を
反
映
さ
せ
た
も
の
で
あ

る
と
す
る
。

そ
の
一
方
で
『
賓
融
伝
』
に
「
融
等
政
亦
寛
和
、
上
下
相
親
、
晏
然

富
殖
」
と
あ
る
の
は
、
寅
融
自
身
は
統
治
地
域
の
政
局
安
定
に
努
め
て

い
た
が
、
居
延
漢
簡
が
描
き
だ
す
河
西
の
社
会
状
況
の
現
実
は
、
地
方

の
小
勢
力
の
努
力
を
無
視
す
る
か
の
よ
う
で
あ
っ
た
と
す
る
。

張
氏
の
言
う
よ
う
に
、
前
漢
末
か
ら
後
漢
初
に
か
け
て
の
社
会
経
済

の
混
乱
は
、
全
中
国
的
規
模
で
広
が
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
『
漠
書
食

貨
志
』
に
は
こ
の
時
期
の
こ
と
と
し
て
、
「
民
愈
貧
困
、
常
苦
枯
旱
、

亡
有
平
歳
、
穀
買
翔
貴
、
…
…
北
辺
及
青
徐
地
人
相
食
、
洛
陽
以
東
米

石
二
千
」
と
あ
る
よ
う
に
、
本
冊
書
の
記
述
と
史
書
の
記
載
と
は
大
体

一
致
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
『
建
武
三
年
候
粟
君
所
責
寇
恩
事
』
冊
の
発
見
さ
れ
た

F
2
2
号
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本
論
文
は
、
大
き
く
四
つ
の
部
分
か
ら
な
り
、
そ
の
中
で
も
中
心
を

な
す
も
の
は
「
二
漢
簡
郷
里
志
」
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
新
旧
居
延
漢

簡
・
敦
煙
漢
簡
な
ど
を
用
い
、
漢
簡
に
記
載
さ
れ
た
両
漢
期
の
郡
四
八
、

県
一
八
一
、
郷
一
五
、
里
六
八
六
の
例
を
挙
げ
て
一
覧
と
し
て
い
る
。

こ
の
成
果
は
漢
簡
を
研
究
す
る
も
の
に
と
っ
て
ば
か
り
で
な
く
、
漢
代

史
を
研
究
す
る
も
の
に
と
っ
て
非
常
に
有
益
な
も
の
と
い
え
よ
う
。
こ

こ
で
は
主
に
居
延
漢
簡
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
、
周
知
の
よ
う
に

木
簡
は
釈
読
自
体
に
非
常
な
労
力
を
要
す
る
も
の
で
あ
る
。
旧
居
延
漢

簡
に
関
し
て
、
一
般
に
釈
文
と
し
て
参
照
で
き
る
も
の
は
、
中
国
社
会

科
学
院
考
古
研
究
所
編
『
居
延
漢
簡
甲
乙
編
』
上
下
二
冊
（
中
華
書
局
、

吉

村

昌

之

評
何
双
全
「
『
漢
簡
・
郷
里
志
』
及
其
研

究
」
に
つ
い
て

の
部
屋
は
、
後
漢
初
の
文
書
庫
で
あ
り
、
以
上
の
問
題
を
解
く
手
掛
り

が
残
さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
し
、
新
居
延
漢
簡
中
に
は
、
こ
の
よ

う
な
ま
と
ま
っ
た
冊
書
が
数
多
く
存
す
る
よ
う
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
研

究
す
る
こ
と
に
よ
り
よ
り
、
一
層
研
究
が
進
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ

の
上
で
も
、
全
簡
の
簡
影
と
釈
文
が
早
期
に
発
表
さ
れ
る
こ
と
を
強
く

願
う
も
の
で
あ
る
。

一
九
八
0
)
(
以
下
『
甲
乙
編
』
と
略
称
）
、
『
居
延
漢
簡
新
編
（
上
）
』

（
『
簡
韻
學
報
』
九
、
簡
贖
學
會
、
一
九
八
一
）
（
以
下
『
新
編
』
と
略
称
）
、

謝
桂
華
・
李
均
明
・
朱
國
焙
編
『
居
延
漢
簡
秤
文
合
校
』
上
下
二
冊

（
秦
漢
魏
晋
出
土
文
献
、
文
物
出
版
社
、
一
九
八
七
）
（
以
下
『
合
校
』
と
略

称
）
が
あ
る
が
、
各
本
に
よ
り
釈
読
に
か
な
り
の
異
同
が
あ
る
。
特
に

里
名
の
よ
う
な
固
有
名
詞
は
釈
読
が
難
し
く
、
そ
の
意
味
で
も
こ
の
成

果
は
意
義
深
い
も
の
と
い
え
る
。
た
だ
そ
の
中
に
も
若
千
の
問
題
点
が

存
す
る
が
、
以
下
、
こ
れ
を
列
挙
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
た
だ
釈
読

の
み
が
違
う
も
の
に
つ
い
て
は
あ
げ
な
い
。

0

京
兆
弄
長
安
県
に
「
雲
陽
里
」
が
あ
る
と
し
、
そ
の
例
に
五
・

-
0
（
図
ニ
ー
）
を
あ
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
簡
は
い
わ
ゆ
る
「
元

康
五
年
詔
書
冊
」
の
一
簡
で
あ
り
、
通
常
は
「
中
二
千
石
、
二
千
石
の

官
で
長
安
、
雲
陽
に
在
る
も
の
」
と
い
う
よ
う
に
解
し
て
い
る
。
つ
ま

り
こ
こ
の
「
雲
陽
」
と
は
、
『
漢
害
・
地
理
志
』
に
も
み
ら
れ
る
、
左

溺
朔
雲
陽
県
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
里
名
で
は
な
い
。

②
河
東
郡
皮
氏
県
に
「
成
下
里
」
が
あ
る
と
し
、
そ
の
例
に
五
五

0
.
-
A
（
図
―
二
八
）
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
の
簡
は
諸
本
で
は
「

IZl成

下
里
、
公
乗

IZl」
と
釈
さ
れ
、
お
そ
ら
く
氏
も
そ
の
よ
う
に
釈
さ
れ
た

と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
注
釈
⑭
に
は
「

IZl成
都
里
、
公
乗

IZl」
と
あ

り
、
成
都
里
に
つ
い
て
は
、
五
三
三
・
ニ
（
図
―
一
八
）
に
「
河
東
皮
氏

成
都
里
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
河
東
郡
皮
氏
県
に
属
す
る
こ
と
は
証
明
で

き
る
が
、
「
成
下
里
」
は
何
処
に
属
す
る
も
の
か
決
す
る
こ
と
が
で
き
な
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い
。
何
氏
は
一
般
に
郡
県
名
の
書
か
れ
て
い
な
い
里
に
つ
い
て
は
、
張

披
郡
居
延
県
に
属
す
る
も
の
と
し
て
お
り
、
こ
の
原
則
に
従
う
な
ら
ば
、

「
成
下
里
」
は
張
披
郡
居
延
県
成
下
里
と
す
べ
き
で
あ
る
。

①
南
陽
郡
武
当
県
に
「
安
陽
里
」
が
あ
る
と
し
、
そ
の
例
に
三
二

七
・
七
（
図
―
―
二
）
を
「

IZI陽
武
常
安
陽
里
」
と
し
て
あ
げ
て
い
る
。

こ
の
簡
を
『
新
編
』
は
「

IZl口
昌
安
陽
里
」
と
、
『
甲
乙
編
』
・
『
合
校
』

は
「

IZl陽
口
昌
安
陽
里
」
と
釈
す
。
簡
影
を
み
て
も
、
「
安
陽
里
」
は

明
ら
か
に
読
め
る
が
、
「
武
当
」
と
釈
す
か
「
口
昌
」
と
釈
す
か
判
断

で
き
な
い
。
『
漢
書
・
地
理
志
』
中
に
は
「
口
昌
」
県
と
な
る
可
能
性

の
あ
る
も
の
は
十
六
例
あ
げ
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
「
口
陽
」
郡
に
は

決
め
手
が
な
い
。
隷
書
体
で
は
確
か
に
「
営
」
と
「
昌
」
の
下
半
部
は

類
似
し
て
い
る
が
、
南
陽
郡
武
当
県
で
あ
る
と
は
断
定
で
き
な
い
。

0

油
郡
高
県
に
「
居
里
」
が
あ
る
と
し
、
そ
の
例
に
九
0
•
四
九

1
1

九
0
•
八
九
1
1
九
0
•
六
八
（
図
四
四
）
「
右
校
佐
、
卒
史
、
候
史
口

口

□高
居
里
趙
図
」
（
『
甲
乙
編
』
は
同
釈
）
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
『
新
編
』
は
「
右
校
候
卒
史
漢
史

□口
□高
居
里
趙
図
」
と
、

『
合
校
』
は
「
右
校
俵
卒
史
漢
中

□口
□高
居
里
趙

IZI」
と
釈
す
。
一

字
の
里
名
の
存
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
例
を
挙
げ
る
こ
と
は
で
き
る
が
、

こ
こ
で
は
な
ぜ
「
居
里
」
で
あ
る
の
か
釈
然
と
し
な
い
。
敢
え
て
言
う

な
ら
ば
、
「
高
居
里
」
で
あ
っ
て
も
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
そ
れ
が

ど
こ
に
存
す
る
の
か
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
『
合
校
』
に
従
い
、

漢
中
郡
に
属
す
る
も
の
と
し
て
も
よ
か
ろ
う
。
県
名
は
不
明
で
あ
る
。

伺
北
海
郡
平
城
県
に
「
北
昌
里
」
が
あ
る
と
し
、
そ
の
例
に
二
五

•
一
（
図
四
一
五
）
を
あ
げ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
諸
本
異
な
っ
た
釈
が

あ
る
が
、
も
し
何
氏
が
釈
す
よ
う
に
「
図
城
北
昌
里
」
で
あ
っ
た
と
し

て
も
、
そ
の
「
城
」
が
必
ず
し
も
「
平
城
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
わ
け

で
な
く
、
当
然
、
北
海
郡
で
あ
る
必
然
性
も
な
い
。
た
と
え
ば
穎
川
郡

襄
城
県
や
汝
南
郡
陽
城
県
で
あ
っ
て
も
良
い
こ
と
に
な
る
。
「
北
海
郡

平
城
県
」
の
「
北
堆
里
」
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
い
え
る
。

⑥
先
述
し
た
よ
う
に
、
何
氏
は
一
般
に
郡
県
名
の
書
か
れ
て
い
な

い
里
に
つ
い
て
は
、
張
披
郡
居
延
県
に
属
す
る
も
の
と
す
る
よ
う
で
あ

る
。
し
か
し
、
張
腋
郡
日
勒
県
下
の
「
益
利
里
」
・
「
寿
光
里
」
・
「
長
寿

里
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
根
拠
と
な
っ
た
ニ
―
八
•
四
（
図
一
四
五
）
、

一
五
•
四
（
図
一0
0
)
、
四
ー
・
一
六
（
図
二
六
）
を
見
る
か
ぎ
り
、
何

故
こ
れ
ら
の
里
の
み
が
「
日
勒
県
」
の
所
属
と
考
え
ら
れ
た
か
明
ら
か

で
は
な
い
。
ち
な
み
に
前
の
二
簡
は
金
関
出
土
の
も
の
で
、
後
の
簡
は

地
湾
出
土
の
も
の
で
あ
る
。

り
大
河
郡
新
桃
県
に
「
武
須
里
」
が
あ
る
と
し
、
そ
の
例
に
五
一

四
・
ニ
八
（
図
六
六
）
「
大
河
郡
新
桃
武
須
里
朱
亥
、
三
百
」
を
あ
げ
る
。

し
か
し
、
簡
影
を
み
て
も
「
武
須
里
」
の
上
は
切
断
し
て
お
り
、
ど
の

よ
う
に
し
て
「
大
河
郡
新
桃
」
を
釈
読
し
え
た
か
理
解
に
苦
し
む
。

『
新
編
』
は
「
口

□調
里
辛
亥

□□
口
図
」
と
、
『
甲
乙
編
』
．
『
合

校
』
は
「

fZl須
里
朱
亥
三
百
」
と
釈
し
て
い
る
。

以
上
、
七
点
に
わ
た
り
具
体
的
に
問
題
点
を
あ
げ
た
が
、
総
じ
て
言
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う
と
、
漢
簡
に
見
ら
れ
る
里
を
、
ど
こ
か
の
郡
県
に
所
属
さ
せ
よ
う
と

す
る
あ
ま
り
、
や
や
無
理
な
釈
読
を
行
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
釈

読
で
き
な
い
も
の
や
、
所
属
不
明
の
も
の
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
い
て

も
よ
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
問
題
点
は
そ
の
ま
ま
残
し
て
お
く
の
も

現
状
と
し
て
は
仕
方
な
い
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
氏
は
「
三
、
幾
つ
か
の

問
題
の
研
究
」
の
「
（
三
）
郡
県
郷
里
と
戸
口
及
び
土
地
数
量
の
分
析
」

に
お
い
て
、
居
延
漢
簡
を
根
拠
と
し
て
「
張
扱
郡
居
延
県
に
は
八

0
の

里
が
あ
り
、
そ
れ
を
四
つ
の
郷
が
管
轄
し
て
い
る
。
つ
ま
り
一
郷
あ
た

り
二

0
の
里
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
一
方
張
披
郡
に
は
一

0
の
県
が
あ

り
、
総
戸
数
は
二
四
三
五
二
戸
で
あ
っ
て
、
一
県
平
均
は
二
四
三
五
・

二
戸
、
一
郷
に
は
六
0
八
・
八
戸
、
一
里
で
は
三

0
数
戸
と
い
う
こ
と

に
な
る
」
と
す
る
。
し
か
し
、
前
提
と
な
る
居
延
県
の
里
の
う
ち
、
当

然
の
こ
と
な
が
ら
居
延
県
の
里
名
が
漢
簡
に
す
べ
て
残
存
し
て
い
る
訳

で
は
な
い
し
、
氏
の
挙
げ
た
半
数
近
く
の
四
四
の
里
の
例
は
居
延
県
と

明
記
し
て
い
な
い
の
で
、
あ
る
い
は
居
延
県
の
里
名
で
は
な
い
も
の
か

も
知
れ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
何
氏
が
全
国
の
郡
県
里
と
比
較
す
る
の
に

は
疑
義
が
残
る
。
こ
れ
は
「
漢
簡
・
郷
里
志
」
を
使
用
す
る
際
の
基
本

的
な
留
意
点
で
あ
ろ
う
。

漢
代
の
郷
里
制
度
に
つ
い
て
は
、
日
本
に
於
い
て
も
、
多
く
の
研
究

が
な
さ
れ
成
果
を
挙
げ
て
き
た
。
今
こ
こ
で
詳
細
な
研
究
史
を
あ
げ
る

紙
数
は
な
い
が
、
近
年
の
力
作
と
し
て
、
佐
竹
靖
彦
「
縣
郷
亭
里
制
度

考
證
」
（
『
人
文
半
報
』
一
九
九
八
東
京
都
立
大
学
人
文
学
部
＞
、
一
九
八
八
ー

三
）
を
挙
げ
る
に
止
め
る
。
た
だ
、
こ
の
佐
竹
論
文
と
本
論
文
と
か
ら

受
け
る
印
象
の
違
い
こ
そ
が
、
日
本
と
中
国
の
研
究
方
向
の
相
違
と
言

え
な
く
も
な
い
。
端
的
に
言
っ
て
し
ま
う
と
、
日
本
の
研
究
は
よ
り
理

論
的
で
あ
り
、
中
国
の
そ
れ
は
具
体
的
で
あ
る
。
佐
竹
氏
は
主
と
し
て

「
郷
亭
里
の
十
進
法
的
編
成
」
が
ど
の
よ
う
に
成
立
し
て
い
っ
た
か
と

い
う
こ
と
を
理
論
的
に
解
明
し
よ
う
と
さ
れ
、
こ
れ
に
対
し
、
何
氏
は

甘
粛
省
敦
迎
市
・
武
威
市
・
景
泰
県
地
区
の
農
村
な
ど
を
具
体
的
に
み

た
上
で
、
そ
の
形
態
が
漢
代
か
ら
現
在
ま
で
引
き
続
い
た
も
の
で
あ
る

と
し
、
さ
ら
に
考
古
学
の
成
果
を
も
踏
ま
え
て
「
里
」
の
概
念
図
を
描

苔
だ
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
極
め
て
地
元
に
密
着
し
た
郷
土
史
と

も
い
う
べ
き
性
格
を
備
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
氏
が
「
三
幾
つ
か
の
問
題
の
研
究
」
の
「
（
一
）
貝
丘

・
席
・
叡
県
の
区
画
と
昌
邑
国
の
建
置
」
で
論
証
す
る
よ
う
に
、
『
漢

書
・
地
理
志
』
に
み
ら
れ
る
、
清
河
郡
の
貝
丘
県
や
眉
県
、
河
内
郡
の

叡
県
は
、
漢
簡
に
よ
る
と
か
つ
て
魏
郡
の
管
轄
下
に
あ
っ
た
こ
と
や
、

昌
邑
国
の
建
置
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
日
比
野
丈
夫
氏
が
「
漢

簡
所
見
地
名
考
」
（
『
東
洋
史
研
究
』
―
ニ
ー
三
）
で
展
開
さ
れ
た
論
の
延

長
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
研
究
が
進
む
事
は
、
『
漠
書
』

な
ど
の
文
献
資
料
の
不
足
を
補
う
こ
と
に
も
な
り
、
今
後
の
漢
代
史
研

究
に
と
っ
て
も
大
き
な
資
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
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居
延
漢
簡
に
は
、
旧
簡
(
-
九
三
0
•

三
一
年
出
土
簡
）
と
新
簡
（
一
九
七

三
・
七
四
年
出
土
簡
）
の
二
種
類
が
あ
る
。
大
庭
脩
教
授
は
、
「
『
居
延
漢

簡
甲
乙
編
』
の
出
版
と
居
延
漢
簡
研
究
」
（
関
西
大
学
文
学
論
集
三
ニ
ー
一
）

の
な
か
で
、
居
延
漢
簡
の
研
究
史
に
は
明
確
な
区
切
り
が
存
在
す
る
と

指
摘
さ
れ
た
。
そ
の
第
一
の
区
切
り
は
、
一
九
五
七
年
の
労
誅
氏
『
居

延
漢
簡
・
図
版
之
部
』
の
出
版
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
の
研
究
は
釈
文
の

み
に
た
よ
る
ほ
か
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
以
降
写
真
を
参
照
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
釈
読
の
誤
り
を
訂
正
で
き
た
ば
炉
り
で
な
く
、
簡
の
形
状
な

ど
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
第
二
の
区
切
り
は
、
『
文
物
』
一
九
七
八
年

第
一
期
誌
上
の
「
居
延
新
簡
」
の
公
表
で
あ
り
、
旧
簡
に
加
え
て
新
簡

の
一
部
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
第
三
の
区
切
り
は
、
一
九
八

一
年
の
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
編
『
居
延
漢
簡
甲
乙
編
』

評

田

中

幸

侯
畑
「
労
餘
『
居
延
漠
簡
考
釈
・
簡
贖

之
制
』
平
議
」

膵
英
群
「
介
評
『
曜
藍
本
』
居
延
漠
簡
釈
文
」

H

封
検
形
式

口

検

署

卑

露

布

国

露

布

四

版

書

（
以
下
『
甲
乙
編
』
と
略
称
）
の
出
版
で
あ
る
。
こ
の
書
は
「
居
延
旧
簡
」

の
正
式
報
告
書
で
あ
り
、
そ
の
最
大
の
意
義
は
、
出
土
地
が
す
べ
て
明

ら
か
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
冊
書
の
復
原
な
ど
に
大
い
に

寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
居
延
漢
簡
の
研
究
は
段
階
的
に
行
わ
れ
て
含
た
が
、
今

ま
た
新
し
い
段
階
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
現
在
は
、

「
居
延
新
簡
」
の
全
釈
文
及
び
写
真
の
公
表
を
待
つ
時
期
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
時
期
に
、
新
段
階
を
迎
え
る
準
備
と
し
て
何
を
す
べ
き
で
あ

ろ
う
か
。
そ
の
一
っ
と
し
て
、
従
来
の
研
究
の
整
理
が
考
え
ら
れ
る
。

具
体
的
に
は
、
論
文
の
収
集
、
そ
の
索
引
の
作
成
、
さ
ら
に
現
在
の
よ

う
に
条
件
・
材
料
が
十
分
で
な
か
っ
た
初
期
の
研
究
の
再
検
討
な
ど
が

重
要
で
あ
る
。
さ
て
、
本
害
に
も
侯
畑
氏
の
「
労
蛛
『
居
延
漢
簡
考
釈

・
簡
讀
之
制
』
平
議
」
と
い
う
、
一
九
六

0
年
に
出
版
さ
れ
た
労
斡
氏

『
居
延
漠
簡
・
考
釈
之
部
』
の
「
簡
贖
之
制
」
を
再
検
討
し
た
も
の
が

あ
る
。
以
下
、
こ
の
輪
考
を
紹
介
し
た
い
。

侯
氏
は
、
労
氏
の
設
定
し
た
七
項
目
を
、
そ
の
順
序
に
し
た
が
っ
て
、

一
項
目
ず
つ
『
甲
乙
編
』
と
対
比
し
な
が
ら
検
討
す
る
。
そ
の
七
項
目

と
は
、
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符
券
契
腺
編
簡
之
制

で
あ
る
が
、
こ
こ
で
全
項
目
を
紹
介
す
る
の
は
不
可
能
な
の
で
、
口
検

署
輿
露
布
・
因
符
券
の
二
項
目
を
と
り
上
げ
た
い
。

「
検
署
輿
露
布
」
の
な
か
で
、
労
氏
は
検
署
に
属
す
る
簡
を
そ
の
型

よ
り
二
種
類
に
分
類
し
た
。
す
な
わ
ち
、
常
簡
と
幅
が
広
く
長
さ
の
短

い
も
の
と
に
分
け
、
前
者
を
封
函
の
検
署
、
後
者
を
書
裏
の
検
署
と
し

た
。
こ
の
形
状
に
よ
る
分
類
に
疑
問
を
い
だ
い
た
侯
氏
は
、
労
氏
の
挙

げ
た
五
十
二
例
の
簡
を
再
検
討
し
た
結
果
、
新
た
に
書
式
に
よ
る
分
類

を
試
み
て
い
る
。
そ
の
第
一
類
は
、
簡
の
上
部
真
中
に
、
比
較
的
大
き

い
字
で
宛
名
を
書
苔
、
そ
の
下
に
一
行
或
い
は
二
行
・
三
行
で
発
信
責

任
者
の
名
章
（
印
）
・
到
着
日
・
持
参
し
た
使
者
名
を
書
く
も
の
で
あ
る
。

第
二
類
は
、
簡
の
上
部
真
中
に
大
き
い
字
で
宛
名
を
書
き
、
そ
の
両
側

に
発
信
責
任
者
の
名
章
・
到
着
日
・
使
者
名
を
書
く
も
の
で
あ
る
。
第

三
類
は
、
簡
の
上
部
真
中
に
宛
名
の
み
が
書
か
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

第
四
類
は
、
簡
の
上
部
真
中
に
宛
名
と
そ
れ
に
つ
づ
け
て
「
隧
次
行
」

・
「
亭
行
」
・
「
郵
行
」
・
「
吏
馬
馳
行
」
な
ど
の
伝
送
方
法
が
書
か
れ
た

も
の
で
あ
る
。
第
五
類
は
、
簡
の
上
端
に
宛
名
が
書
か
れ
、
そ
の
下
に

璽
室
が
あ
り
、
そ
の
下
に
発
送
人
の
署
名
或
い
は
説
明
文
が
書
か
れ
た

も
の
で
あ
る
。
第
六
類
は
、
宛
名
が
書
か
れ
て
お
ら
ず
、
た
だ
両
行
で

発
信
責
任
者
の
名
称
・
到
着
日
・
使
者
名
が
記
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

団内国

第
七
類
は
、
簡
の
上
部
に
宛
名
が
書
か
れ
、
下
部
に
「
康
名
籍
」
・
「
穀

薄
」
・
「
歳
留

□」
な
ど
帳
簿
名
が
並
記
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
侯
氏
は
、
検
署
を
そ
の
書
式
よ
り
七
類
に
分
類
し
、

第
一
類
よ
り
第
五
階
ま
で
を
封
函
の
検
署
と
し
、
第
六
類
及
び
第
七
類

を
書
裏
の
検
署
と
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
分
類
に
も
問
題
点
が
あ
る
。

例
え
ば
、
第
一
類
と
第
二
類
は
区
別
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
。
書
か
れ

て
い
る
内
容
は
全
く
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
、
書
く
場
所
が
宛
名
の
下
か
、

宛
名
の
両
側
か
の
違
い
だ
け
で
あ
り
、
重
大
な
意
味
が
あ
る
と
は
考
え

ら
れ
な
い
。
侯
氏
が
ど
の
よ
う
な
意
図
で
分
類
し
た
の
か
不
明
瞭
で
あ

る
。
ま
た
、
宛
名
と
出
土
地
の
関
係
に
も
言
及
さ
れ
な
い
。
そ
れ
に
よ

っ
て
簡
の
認
識
が
変
わ
る
。
例
え
ば
、
第
三
類
は
、
宛
名
と
出
土
地
が

一
致
す
れ
ば
、
使
用
済
み
の
簡
で
あ
り
、
一
致
し
な
け
れ
ば
未
使
用
の

簡
と
み
ら
れ
る
。
木
簡
研
究
に
は
、
簡
の
形
状
も
書
式
も
重
要
な
要
素

と
な
る
。
労
・
侯
両
氏
の
分
類
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
要
素
の
み
に
よ
る
も

の
で
、
十
分
と
は
言
え
な
い
。
両
要
素
を
考
え
あ
わ
せ
て
分
類
す
る
必

要
が
あ
ろ
う
。

次
に
、
「
符
券
」
に
関
し
て
、
労
氏
は
こ
の
項
に
属
す
る
簡
と
し
て

十
例
を
挙
げ
た
が
、
侯
氏
は
、
そ
の
う
ち
三
例
に
つ
い
て
詳
述
す
る
。

そ
の
三
例
は
、

①
始
元
七
年
閏
月
甲
辰
居
延
釈
金
関
為
出
入
六
寸
符
券
歯
百
従
第
11

官

右

移

金

関

符

合

以

従

事

。

第

八

＂
一
至
千
左
居

六
五
・
七
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三
三
ニ
・
―
二

R
従
第
一
始
太
守
従
五
始
使
者
符
合
乃
口

⑧
巳
出
入
六
寸
符
券
飾
百
従
第

巳

□口
舟

二

ニ

・

ニ

六

で
あ
る
が
、
①
と
⑤
は
明
ら
か
に
出
入
符
で
あ
る
。
し
か
し
、
侯
氏
は

①
を
取
り
上
げ
、
こ
れ
は
「
正
式
な
符
伝
」
で
は
な
く
、
居
延
候
官
が

肩
水
金
関
に
発
送
し
た
千
枚
の
符
券
の
使
用
説
明
文
書
で
あ
る
と
す
る
。

「
正
式
な
符
伝
」
と
は
い
か
な
る
も
の
な
の
か
、
説
明
が
な
い
の
で
わ

か
ら
な
い
が
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
誤
り
で
あ
る
。
①
は
完
全
な
簡
で
あ

り
、
そ
の
長
さ
は
約
一
五

cm
で
あ
り
、
簡
中
の
「
六
寸
」
に
相
当
す
る
。

ま
た
簡
の
左
上
に
切
込
が
あ
り
、
こ
の
切
込
が
も
う
一
方
の
も
の
と
合

致
し
て
は
じ
め
て
用
件
を
行
な
う
こ
と
が
で
吾
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、

「
•
第
八
」
は
千
枚
の
符
券
の
八
番
目
を
指
す
。
さ
ら
に

④
始
元
七
年
閏
月
甲
辰
居
延
輿
金
関
為
出
入
六
寸
符
券
歯
百
従
第
11

官

右

移

金

関

符

合

以

従

事

／

第

十

八

11

一

至

千

左

居

六

五

・

九

が
あ
る
。
①
と
④
は
日
付
・
内
容
と
も
同
じ
で
、
た
だ
末
尾
の
番
号
が

異
な
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
④
も
使
用
説
明
文
書
で
あ
れ
ば
、
二
枚
も

説
明
文
書
が
存
在
し
、
不
自
然
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
①
も
④
も
「
正

式
な
出
入
符
」
で
あ
る
と
い
え
る
。

以
上
、
「
検
署
輿
露
布
」
、
「
符
券
」
の
二
項
に
関
す
る
侯
氏
の
再
検

討
を
み
て
き
た
が
、
最
後
に
こ
の
論
考
全
体
を
通
し
て
い
え
る
こ
と
は
、

新
材
料
を
使
わ
ず
、
労
氏
の
挙
げ
た
簡
例
を
点
検
す
る
だ
け
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
こ
と
と
、
参
考
文
献
が
全
く
見
あ
た
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。

「
居
延
新
簡
」
の
一
部
も
公
表
さ
れ
て
い
る
現
在
、
そ
れ
ら
は
参
照
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
先
学
の
す
ぐ
れ
た
研
究
を
参
考
に
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
居
延
漠
簡
研
究
が
今
ど
の
よ
う
な
段
階
に
あ
る
の
か
認
識

す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

新
段
階
を
迎
え
る
準
備
と
し
て
す
べ
き
こ
と
が
、
も
う
一
っ
考
え
ら

れ
る
。
そ
れ
は
、
「
居
延
旧
簡
」
の
正
確
な
釈
文
の
作
成
で
あ
る
。
現

在
参
照
で
き
る
に
文
と
し
て
は
、
労
幹
氏
『
居
延
漢
簡
・
考
釈
之
部
』

（
一
九
六
0
年
）
、
台
湾
簡
贖
学
会
編
『
居
延
漢
簡
新
編
R
』
（
一
九
八
一
年
）
、

中
国
科
学
院
考
古
研
究
所
編
『
居
延
漢
簡
甲
編
』
（
一
九
五
九
年
）
、
前

掲
『
甲
乙
編
」
、
そ
し
て
、
謝
桂
華
氏
・
李
均
明
氏
・
朱
国
焙
氏
『
居

延
漢
簡
釈
文
合
校
』
（
一
九
八
七
年
）
が
あ
る
。
こ
の
五
書
を
対
比
し
な

が
ら
、
写
真
を
検
討
し
、
よ
り
正
確
な
釈
文
を
つ
く
る
必
要
が
あ
る
。

さ
て
、
本
書
に
も
「
居
延
旧
簡
」
の
釈
文
に
関
す
る
論
考
が
あ
る
。

應
英
群
氏
の
「
介
評
『
朧
藍
本
』
届
延
漢
簡
釈
文
」
で
あ
る
。
こ
の

『
朧
藍
本
』
は
、
通
常
接
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
一
九
三
六
年
に

璽
監
紙
（
感
光
紙
）
に
印
刷
さ
れ
た
居
延
漠
簡
最
初
の
釈
文
で
あ
る
。
酵

氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
釈
文
は
二
巻
よ
り
成
り
、
上
巻
は
労
斡
氏
に
よ
る

―
二
六
七
簡
を
、
下
巻
は
余
遜
氏
に
よ
る
一
七
八
八
簡
を
掲
載
す
る
と

い
う
。
ま
た
、
こ
の
合
計
四

0
五
五
簡
の
う
ち
‘
―
二
三
簡
は
他
の
釈

文
に
は
存
在
し
な
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
（
こ
れ
は
馬
先
醒
氏
も
指
摘
し
た

が
、
三
〇
簡
と
す
る
）
。
こ
の
三
三
簡
の
う
ち
四
一
簡
を
取
り
上
げ
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て
、
誤
釈
の
訂
正
、
解
説
を
加
え
た
の
が
本
論
考
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
れ
ら
の
簡
は
、
写
真
を
参
照
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

應
氏
の
釈
文
訂
正
は
推
定
で
し
か
な
く
、
正
確
と
は
言
え
な
い
。
た
だ
、

謄
氏
は
四
一
簡
中
二
簡
の
み
『
曝
藍
本
』
と
『
甲
乙
編
』
と
の
番
号
違

い
を
指
摘
す
る
。
そ
の
二
簡
と
は
、
例
閲
•
関
に
挙
げ
た

⑱
水
門
隧
長
鰈
得
市
陽
里
王
常
賢
今
重
在
肩
水

⑳
累
南
手
安
漢
九
月
食
三
石
＿
―
-
斗

五
九
ニ
・
ニ
―

五
九
ニ
・
ニ
八

で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
を
『
甲
乙
編
』
は
、
五
六
ニ
・
ニ
―
‘
五
六
ニ
・

ニ
八
と
し
て
収
録
す
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
番
号
違
い
が
ほ
か
に
も

存
在
す
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
点
に
注
意
し
て
、
今
一
度
膵
氏
の
挙

げ
た
四
一
簡
を
み
る
と
、
い
く
つ
か
判
明
し
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
ら

を
取
り
上
げ
て
、
解
説
を
加
え
、
本
論
考
の
紹
介
に
か
え
た
い
。

肩

水

候

官

元

康

二

年

壺

三

年

詔

書

ニ

・

ニ

四

こ
れ
は
、
酵
氏
が
例
①
に
挙
げ
た
簡
で
あ
る
が
、
『
甲
乙
編
』
の
二
〇

•
四
と
同
じ
も
の
と
み
ら
れ
る
。
釈
文
も
全
く
異
同
が
な
い
。
写
真
よ

り
下
欠
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
出
土
地
は
A
3
3
地
湾
で
あ
る
。

口
匹
辟
牡
害
斯
酋
十
歳
高
五
尺
八
寸
三
月
年
未
人

一
四
0
•

一
四

こ
の
簡
に
つ
い
て
、
膵
氏
は
、
例
④
に
挙
げ
、
「
害
斯
」
を
左
斬
に
、

「
酋
」
を
歯
に
、
「
年
」
を
辛
に
、
「
人
」
を
入
に
訂
正
す
る
。
『
甲
乙

B
 

A 

編
』
は
、
乙
附
四
と
し
て
収
録
す
る
が
、
そ
の
出
所
は
明
ら
か
で
な
い
。

写
真
よ
り
私
釈
を
示
す
と
、

口
一
匹
辟
牡
左
測
歯
七
歳
高
五
尺
八
寸
三
月
辛
未
入

と
な
り
、
文
字
の
異
同
、
さ
ら
に
「
三
月
」
以
下
が
小
字
と
な
っ
て
い

る
こ
と
も
わ
か
る
。

鳳
亡
遣
乙
封
孫
遣
如
意
遂
長
封
一
四

0
•
四
0

膵
氏
は
、
こ
の
簡
を
例
⑱
に
挙
げ
、
「
鳳
」
は
人
名
で
あ
り
、
「
亡
」
は

誤
釈
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
『
甲
乙
編
』
は
、
こ
れ
を
一

0
0
•
四
0

と
し
て
収
録
し
、
出
土
地
は
A
3
3
地
湾
で
あ
る
。
た
だ
し
、
『
嘲
藍
本
』

の
一
四
0
•
四
0
と
す
る
と
、

A
3
2金
関
出
土
と
な
る
。
私
釈
を
示
す

と、
鳳
亡
遣
巳
針
獄
遣
如
意
隊
長
詔

IZl

と
な
り
、
文
字
の
異
同
、
「
鳳
」
・
「
亡
遣
」
の
下
の
空
白
の
存
在
が
わ

か
る
。月
百
斤
直
十
百

私

印

（

背

）

一

四

六

・

八

九

こ
れ
は
、
膵
氏
が
例
⑱
に
挙
げ
た
簡
で
あ
る
。
『
甲
乙
編
』
は
、
乙
附

二
九
A
.
B
と
し
て
収
録
す
る
。
出
所
は
不
明
で
あ
る
が
、
番
号
が

『
朧
藍
本
』
の
と
お
り
一
四
六
・
八
九
で
あ
れ
ば
、

A
3
3
地
湾
よ
り
出

土
し
た
も
の
で
あ
る
。
私
釈
を
示
す
と
、

IZl肉
百
斤
直
七
百
IZl

図

□第
IZl
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簡
贖
文
字
中
出
現
的
符
号
、
是
簡
贖
研
究
的
重
要
課
題
之
一
。
壺
管

考
繹
者
根
多
、
可
是
留
下
的
疑
問
不
少
。
諸
如
簡
讀
符
号
輿
簡
贖
文
字

的
関
係
等
々
、
都
是
掘
有
研
究
債
値
。
這
些
内
容
看
起
来
各
自
獨
立
、

賓
際
上
相
互
関
連
、
如
孤
立
地
研
究
其
中
一
個
、
一
般
根
難
達
到
預
想

目
的
、
要
比
較
満
意
地
解
決
這
些
問
題
、
除
了
認
真
思
考
研
究
外
、
遠

應
従
史
學
、
語
言
文
字
學
等
方
面
、
進
行
綜
合
判
断
、
オ
可
比
較
全
面

地
認
識
簡
贖
符
号
。
讀
完
高
大
倫
『
繹
簡
贖
文
字
中
的
幾
種
符
号
』

（
以
下
簡
稽
『
繹
符
号
』
、
原
載
『
秦
漢
簡
贖
論
文
集
』
、
中
国
甘
粛
人
民
出
版
社
）

之
後
、
在
簡
贖
符
号
起
源
及
其
統
一
性
等
方
面
、
存
有
疑
問
、
下
面
、

就
『
繹
符
号
』
一
文
的
異
議
之
慮
、
提
出
商
推
゜

評

陳

波

と
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
四
簡
に
つ
い
て
み
た
が
、
機
会
が
あ
れ
ば
、
他
の
簡

も
調
べ
て
み
た
い
。

以
上
、
二
論
考
を
紹
介
し
た
が
、
こ
れ
ら
を
参
考
に
、
私
達
も
従
来

の
論
文
の
整
理
、
「
居
延
旧
簡
」
の
正
確
な
釈
文
作
成
な
ど
の
準
備
を

と
と
の
え
、
来
た
る
べ
き
「
居
延
新
簡
」
の
全
釈
文
・
写
真
の
公
表
を

待
ち
た
い
。

高
大
倫
「
釈
簡
贖
文
字
中
的
幾
種
符
号
」

簡
贖
符
号
、
是
一
個
輿
句
諮
、
書
寓
有
関
的
議
題
。
句
詔
起
源
是
一

個
有
争
議
的
問
題
、
古
来
較
有
影
響
的
説
法
、
有
如
清
人
章
學
誠
之
説

『
貼
句
之
法
、
漢
以
前
已
有
之
』
（
『
丙
辰
札
記
』
第
三
十
五
頁
）
但
由
子

鉄
乏
足
移
的
資
料
、
究
覚
起
子
何
時
尚
不
能
礁
定
。
而
『
繹
符
号
』
認
削

為
『
早
在
殷
商
的
甲
骨
辞
里
、
就
出
現
了
分
節
、
分
段
用
錢
條
隔
開
、

西
周
金
文
中
又
有
分
段
提
行
的
現
象
」
、
不
知
這
個
結
論
是
兌
什
磨
得

出
来
的
？
・
而
根
握
考
古
資
料
来
印
証
上
述
結
論
、
登
現
以
下
幾
貼
値
得

“
 

引
起
思
考
、
其
一
、
甲
骨
刻
辟
中
分
節
分
段
用
錢
條
隔
開
的
現
象
没
有

普
遍
性
、
因
而
其
作
為
一
種
符
号
来
看
待
、
起
分
節
分
段
的
作
用
之
説

就
没
有
説
服
力
。
其
二
、
以
甲
骨
學
常
識
而
言
、
在
甲
骨
上
占
卜
、
需

要
鈷
盤
輿
施
灼
、
亀
甲
一
経
施
灼
、
即
有
裂
紋
出
現
、
即
兆
紋
。
占
卜

人
按
兆
紋
並
在
継
甲
兆
紋
附
近
刻
僻
、
可
見
甲
骨
刻
辟
的
分
節
分
段
並

非
依
葬
附
加
錢
條
、
卜
紋
即
為
分
節
分
段
的
依
腺
。
其
．
三
、
就
金
文
而

言
、
也
不
能
説
有
句
讀
符
号
、
理
由
恨
簡
軍
、
商
周
古
文
不
施
句
讀
、

銘
文
中
也
没
有
例
子
可
以
佐
証
。
関
於
重
文
輿
合
文
、
現
在
研
究
者
習

慣
稲
為
簡
贖
符
号
之
一
、
但
是
、
従
文
字
學
角
度
看
、
重
文
輿
合
文
賓

為
漠
字
害
寓
之
特
別
形
式
、
漢
字
講
究
書
法
美
、
雨
字
重
畳
而
不
重
復
、

合
文
也
是
為
全
篇
美
観
、
這
個
表
現
形
式
一
直
延
贖
至
今
゜

簡
贖
符
号
的
表
現
涵
為
複
雑
、
春
秋
晩
期
的
『
侯
馬
盟
書
』
中
、
標

有
合
文
和
句
讀
符
号
。
長
沙
戦
國
吊
書
和
信
陽
出
土
的
戦
國
竹
簡
上
、

毎
一
段
末
了
有
扁
長
方
形
符
号
、
信
陽
竹
簡
上
有
句
讀
符
号
。
湖
北
雲

夢
睡
虎
地
秦
簡
中
也
有
各
種
符
号
。
長
沙
馬
王
堆
三
号
漢
墓
吊
害
『
老
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子
』
甲
本
後
面
附
寓
的
四
篇
侠
文
、
字
間
有
句
讀
符
号
。
『
老
子
』
乙

本
前
古
侠
書
各
章
連
書
、
章
首
有
墨
貼
標
記
、
章
末
有
標
題
、
文
中
有

句
讀
符
号
。
『
戦
國
縦
横
家
書
』
章
首
有
墨
貼
標
記
、
句
中
有
鉤
識
符

号
。
山
東
臨
折
銀
雀
山
一
号
二
号
漢
墓
漢
簡
亦
有
各
種
符
号
、
如
『
孫

腋
兵
法
』
各
篇
有
篇
題
、
篇
末
注
有
字
敷
、
句
中
有
句
讀
符
号
。
武
威

出
土
西
漢
『
儀
證
』
簡
策
上
、
有
篇
号
、
章
号
、
句
談
号
、
題
目
号
、

括
号
等
符
号
。
居
延
漢
簡
上
也
有
鉤
識
符
号
等
。
這
些
符
号
起
源
雖
早
、

但
用
法
不
統
一
、
以
『
儀
護
』
為
例
、
同
一
部
書
上
、
篇
号
有
雨
種
、

章
号
有
多
種
、
常
用
断
句
符
号
有
五
種
之
多
。
至
子
不
同
的
符
号
、
則

更
是
五
花
八
門
、
殊
難
統
一
。
同
時
、
符
号
的
使
用
不
普
遍
、
従
穂
髄

上
看
、
紹
大
部
分
簡
讀
不
施
符
号
、
有
的
是
少
敷
。
而
『
繹
符
号
』
認

為
『
我
國
的
豊
富
而
又
連
績
的
古
代
文
字
資
料
里
、
就
能
看
出
這
些
符

号
的
産
生
、
登
展
乃
至
最
後
固
定
的
軌
跡
」
、
但
是
、
這
個
結
論
輿
事

寅
相
違
的
、
在
簡
贖
中
、
符
号
是
有
的
、
但
従
未
固
定
過
。
如
前
所
述
、

簡
贖
符
号
在
春
秋
戦
國
秦
漢
間
的
簡
贖
中
逐
漸
出
現
、
当
時
、
句
讀
是

針
文
章
的
音
節
而
言
、
音
節
終
止
慮
為
章
、
音
節
停
頓
虞
為
句
為
讀
、

故
句
可
稲
讀
、
讀
亦
可
稲
句
。
因
此
、
反
映
到
文
書
中
時
、
句
和
讀
的

用
法
没
有
根
本
上
的
座
別
。
漢
代
表
示
止
紹
的
符
号
有
多
種
、
『
L
」、

紹
、
同
請
、
音
紹
。
『
説
文
解
字
』
第
十
篇
L
部
云
『
L‘

鈎
識
也
」
。

段
玉
裁
注
『
鈎
識
者
、
用
鈎
表
識
其
慮
也
』
。
又
『
1
』
同
主
、
音
主
。

『
説
文
解
字
』
第
十
二
篇
1
部
云
『
1
、
有
所
紹
止
、
1
而
識
之
也
」
。

徐
錮
注
『
「
ー
」
猶
貼
柱
之
柱
、
若
漢
武
讀
書
止
、
輻
乙
其
慮
也
』
。
在

当
時
、
這
些
符
号
的
作
用
基
本
是
相
同
的
、
至
於
簡
贖
符
号
極
為
複
雑
、

可
以
説
是
出
子
書
寓
者
的
関
係
、
当
然
還
有
謳
域
不
同
的
縁
故
。
這
里

不
得
不
渉
及
輿
文
字
學
有
関
的
隷
儘
、
隷
髄
的
範
園
比
載
廣
距
、
従
朝

代
来
講
、
至
少
有
秦
隷
輿
漢
隷
、
従
書
髄
而
言
、
．
至
少
為
草
隷
或
章
草
。

隷
書
的
登
生
、
是
為
了
應
付
繁
多
公
文
、
『
漢
書
・
藝
文
志
』
云
『
是

時
姶
造
隷
書
突
。
起
於
官
獄
多
事
、
荀
趨
省
易
、
施
之
徒
隷
耳
』
。
草

隷
自
然
也
不
難
見
到
、
馬
王
堆
三
号
漢
墓
内
隷
書
『
老
子
』
甲
本
及
巻

後
侠
書
『
五
行
』
、
『
九
主
』
、
『
明
君
』
、
『
徳
聖
』
諸
篇
文
字
輿
乙
本
有

較
大
的
差
異
、
字
跡
草
率
、
常
見
簡
省
。
這
種
便
簡
省
易
、
必
然
會
在

簡
贖
符
号
的
表
現
形
式
上
有
影
響
。
因
此
要
従
零
星
少
量
的
箇
贖
符
号

中
、
尋
我
其
『
固
定
的
軌
跡
』
、
並
非
是
容
易
的
事
。

以
上
観
貼
、
雖
経
反
復
思
考
、
但
還
會
有
錯
漏
、
請
不
吝
賜
教
。
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